
- 1 - 

 

【研究】令和７年度岐阜県私立大学地方創生推進事業 

～ＤＸで実現する地域のデジタル人材育成事業～ 

【目的】 

地域産業や地域社会を担う人材確保のため，デジタル・グリーン等成長分野に関するリスキリングを推進する，このためにリスキリング教

育のための「Multi Campus One Digital University」を新たに構築し，地域人材の育成カリキュラムを開発し実践する。 

【事業内容】 

産業界や社会のニーズを満たすリスキング教育プログラムの開発 ・提供を行い，社会人のスキルアップやキャリアアップ，キャリアチェン

ジを後押しする。本リスキング教育プログラムのコンセプトとして，時代の潮流に即した最先端で，各分野において最先端の知見を有する講

師により，スキル修得を目指したコンテンツを活用し，いつでもどこでも学習できる環境であるオンデマンドな学習環境を構築する。 

〇令和６年度，リスキリング教育プログラムとして開発する内容は以下の通りである。 

 

① AI（人工知能）講座 

超スマート社会（Society 5.0）の実現に向け，AI を活用して社会課題を解決し，新たな価値を創造できる人材の活躍が期待されている．

世界的に AI 人材不足が深刻化するなか，各企業の間で優秀な AI 人材の争奪戦が行われており，AI 人材育成に対するニーズが高まっている．

ここでは，次のような内容で AI 人材育成を行う。 

（対象） 企業の管理職並びに AI により業務の改善を計画している企業の担当者 

 

② デジタルアーキビスト講座 

デジタルアーキビストとは，文化 ・産業資源等の対象を理解し，著作権 ・肖像権 ・プラバシーー等の権利処理を行い，デジタル化の知識と

技能を持ち，収集 ・管理 ・保護 ・活用 ・創造を担当できる人材のことをいう。ここでは、デジタルアーキビスト資格と絡め知的財産人材の育

成を行う。 
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（対象） 企業の知的財産権の管理担当 

 

③ 学校ＤＸ戦略コーディネータ講座 

学校 DX 戦略コーディネータは，学校や教育機関においてデジタルトランスフォーメーーョン （DX）戦略の計画，実施，および評価をし，

効果的に推進する役割を担う専門家を育成する。 

（対象）学校における情報化担当（教員免許の 1 種から専修免への上進と組み合わせて実施） 

 

【スケジュール】 

上記の計画事業の実施内容に沿って，「Multi Campus One Digital University」を構築し，DX 時代における“新たな学び”の創出により，

デジタル技術を活用し，学びのあり方やカリキュラムを革新させると同時に，リスキリング文化を革新し，時代に対応したリスキリング教育

ーステムを確立する． 

 

スケジュール（予定） 

5- 7 月  リスキリング教育カリキュラムの構築 

8-10 月  Multi Campus One Digital University の構築 

11-12 月  e-Learning コンテンツの作成 

1- 3 月  「デジタルアーカバブ in 岐阜」の開催 
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ＤＸで実現する地域のデジタル人材育成事業 

デジタルアーカバブ n 岐阜 

 

～ Multi Campus One Digital University ～ 
 

 

日  時：2026 年 2 月 11 日（水・祝日）９：００～１２：００ 

 

会  場：オンラバン講座＋e-Learning（オンデマンド講座） 

 

主  催：岐阜女子大学教育推進会議 

岐阜女子大学デジタルアーカバブ研究所 

  

後  援：デジタルアーキビスト資格認定機構、日本教育情報学会、デジタルアーカバブ学会(予定) 

 

受講対象：社会人 
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セッション① ＡI（人工知能）講座 

■ 対面講座（オンライン）【2026 年 2 月 11 日（水・祝日）９：００～１２：００】 

セッーョン 講 師 名 所 属 講演テーマ 

員のための実践的データ

サバエンス入門（仮題） 

成瀬 喜則氏 

(調整中) 

富山大学名誉教授 

学長特命補佐 
教育とデータサバエンス（仮題） 

調整中 
滋賀大学データサバエン

ス学部 
データサバエンス最前線（仮題） 

藤吉 弘亘氏 

中部大学・ＡＩ数理デー

タサバエンスセンター・

教授 

“+AI”で変わる未来（仮題） 

コーディネータ 村瀬康一郎（岐阜女子大学教授） 
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■ e-Learning（オンデマンド講座） 

 

AI（人工知能）概論【Ⅱ】～ 教員のための実践的データサイエンス入門 ～ 

 

【概 要】 

本講座は、教育現場においてデータサバエンスの基本的な知識とスキルを身につけ、実践的に活用できるように設計された教材で

す。データの収集・整理・分析・可視化の基本的な手法から、教育データの具体的な活用例、さらにデータ倫理やプラバシーーの重

要性まで幅広く解説します。教員が日常の授業や学校運営において、データを効果的に活用し、より良い教育環境を構築するための

基礎知識と実践力を養うことを目的としています。データリテラーーの向上により、教育の質の向上や、個別最適化された指導、教

育政策の立案にも寄与できる人材育成を目指します。 

 

【学修到達目標】 

① データサバエンスの基本的な概念と用語を理解し、説明できる。 

② 教育現場で扱うデータの種類や収集方法、整理の基本的な手法を理解し、実践できる。 

③ 基本的な統計分析やデータの可視化技術を用いて、教育データから有益な情報を抽出できる。 

④ 教育データの活用例や事例を理解し、自校や授業に応用できるアバデアを持てる。 

⑤ データの倫理やプラバシーーに関する基本的な考え方を理解し、適切に対応できる。 
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■具体的内容 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1 講 データサバエンスと

は何か 

① データサバエンスの定義と基本

的な概念を説明できる。 

② データサバエンスが現代社会や

さまざまな分野で果たす役割を理解

できる。 

③ データの収集 ・分析 ・可視化の流

れと、その重要性を説明できる。 

現代社会において、データサバエンスはますま

す重要な役割を果たしています。データサバエ

ンスとは、大量のデータを収集 ・分析し、その

結果から有用な知見や意思決定の材料を導き

出す学問 ・技術の総称です。情報化社会の進展

に伴い、さまざまな分野でデータの重要性が高

まる中、データサバエンスはビジネス、医療、

教育、公共政策など、多岐にわたる領域で活用

されています。 

この分野の基本的な流れは、まずデータの収集

から始まります。バンターネットやセンサー、

アンケート調査など、多様な手法でデータを集

め、その後、ノバズや欠損値を取り除く前処理

を行います。次に、統計学や機械学習の手法を

用いてデータを分析し、パターンや傾向を抽出

します。最後に、分析結果をわかりやすく伝え

るために、グラフやチャートを用いた可視化を

行います。 

データサバエンスの意義は、単なるデータの収

① データサバエンスの定義や役割

について、複数の資料や文献を比較し

ながら、自分の言葉で説明できるよう

にすること。 

② データサバエンスの各工程 （デー

タ収集、前処理、分析、可視化）の具

体的な例を挙げ、それぞれの重要性と

役割を理解し、説明できるようにする

こと。 

③ データサバエンスの技術や用語

について、専門的な内容を理解しなが

らも、初心者にもわかりやすく説明で

きるように、基本的な概念や用語の整

理を行うこと。 
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集や分析にとどまらず、現実の問題解決や意思

決定の質を向上させる点にあります。例えば、

企業は顧客の購買行動を分析してマーケティ

ング戦略を最適化したり、医療分野では患者の

診断や治療計画に役立てたりしています。こう

した活動を支えるためには、データの取り扱い

に関する倫理やプラバシーー保護も重要な課

題となっています。 

また、データサバエンスは単なる技術だけでな

く、問題設定や解釈力も求められる学問です。 

１．データサバエンスの学習における課題 

この分野を学ぶ上で、いくつかの課題も存在し

ます。第一に、データサバエンスの定義や役割

について理解を深めることが求められます。多

くの資料や文献が存在し、それぞれの解釈や強

調点が異なるため、自分の言葉で正確に説明で

きるようになることが重要です。 

２．データサバエンスの各工程（データ収集、

前処理、分析、可視化）の具体的な例を理解し、

それぞれの役割や重要性を把握することも課

題です。これにより、実際の問題解決に応用で
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きる力が養われます。 

３．専門的な用語や技術についての理解を深め

ることも必要です。初心者にとっては難解に感

じることも多いため、基本的な概念や用語を整

理し、わかりやすく説明できるようにすること

が求められます。 

これらの課題を克服するためには、資料や事

例を多く読み、実践的な演習を重ねることが効

果的です。また、自分の言葉で説明できるよう

に練習し、理解を深めることも重要です。こう

した取り組みを通じて、データサバエンスの基

礎をしっかりと身につけ、今後の学習や実践に

役立てていくことが期待されます。 

 

 

第 2 講 データの種類と収集

方法 

① さまざまな種類のデータ （定量デ

ータ、定性データ、時系列データなど）

を理解し、それぞれの特徴や適した分

析方法について説明できる。 

② データの収集方法 （観察、アンケ

ート、実験など）を理解し、具体的な

データサバエンスを学ぶ上で、最も基本的かつ

重要な知識は、「どのような種類のデータが存

在し、それらをどのように収集するか」という

点です。これらの理解は、教育現場や調査活動

において適切なデータを収集し、正確な分析を

行うための土台となります。 

① 次のデータの種類を分類し、それ

ぞれの特徴と適した分析例を述べな

さい。 

a) 生徒の身長の測定値 

b) 生徒の好きな教科 （国語、数学、英

語など） 
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場面に応じた適切な収集手法を選択

できる。 

③ データの種類と収集方法の違い

を理解し、実際の教育現場や調査活動

において適切なデータ収集計画を立

てることができる。 

まず、データには大きく分けて「定量データ」

と 「定性データ」の二つがあります。定量デー

タは数値で表されるもので、計測や計算が可能

です。例えば、生徒の身長、体重、テストの点

数、授業時間などが該当します。これらは平均

値や標準偏差といった統計的手法を用いて分

析しやすく、比較や傾向の把握に適していま

す。 

一方、定性データは属性やカテゴリーを表す

もので、数値ではなく分類や属性を示します。

例えば、生徒の性別、好きな教科、出席状況、

評価（良い・普通・悪い）などが含まれます。

これらはクロス集計や比率の計算により、パタ

ーンや傾向を見つけるのに役立ちます。 

また、データはその性質に応じてさらに細かく

分類されることがあります。離散データは、数

えられるもので、例としてクラスの人数や参加

者数があります。連続データは、任意の範囲の

値を取ることができ、気温や時間、身長などが

該当します。時系列データは、時間の経過とと

もに変化するデータであり、気温の推移や株価

c) 1 週間の気温の変化（時系列デー

タ） 

② 以下の状況に適したデータ収集

方法を選び、その理由を説明しなさ

い。 

a) 学校の授業改善のために生徒の意

見を集めたい。 

b) 校内の運動会の参加者数を正確に

把握したい。 

c) 地域の気候変動を長期的に観察し

たい。 

③ 阿なたが教員として、クラスの学

習状況を把握するためのデータ収集

計画を立てるとします。どのようなデ

ータを収集し、どの方法で行うかを具

体的に記述しなさい。 
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の動きなどが例です。 

１．データの収集方法 

データの種類に応じて適切な収集方法を選択

することが重要です。代表的な方法には以下の

ものがあります。 

（１）観察法 

観察法は、自然な状態や行動をそのまま記録す

る方法です。例えば、授業中の生徒の様子や、

校内の活動の様子を記録する際に用います。観

察は、客観的なデータを得るのに適しており、

特に行動や態度の記録に有効です。ただし、観

察者の主観や偏りに注意が必要です。 

（２）アンケート調査 

アンケートは、多くの人から意見や情報を収集

するのに適した方法です。紙やオンラバンフォ

ームを用いて、質問項目を作成し、生徒や保護

者、教員に回答してもらいます。定量的なデー

タ（例：満足度の点数）や定性的な意見（例：

改善点の提案）を収集できます。設問の設計や

回答の集計・分析がポバントです。 

（３）実験・試験 
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特定の条件を設定し、その結果を測定する方法

です。例えば、新しい指導法の効果を検証する

ために、一定期間実施し、その前後の成績や態

度の変化を比較します。実験は因果関係を明ら

かにするのに有効ですが、倫理的配慮や実施の

難しさも伴います。 

（４）既存資料の活用 

学校の成績記録や出席簿、調査報告書など、す

でに存在する資料を利用する方法です。これに

より、コストや時間を節約しながら、多くのデ

ータを収集できます。ただし、データの正確性

や最新性に注意が必要です。 

教員がデータサバエンスの基礎を理解し、実

践できるようになるためには、まずデータの種

類とそれに適した収集方法を正しく理解する

ことが不可欠です。定量データと定性データの

違いを把握し、それぞれの特徴に応じた収集手

法を選択することが、正確なデータ分析の第一

歩です。観察法やアンケート調査、実験、既存

資料の活用など、多様な収集方法を状況に応じ

て使い分ける能力を養うことが求められます。
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さらに、データの収集にあたっては、倫理的配

慮やプラバシーーの保護も重要です。例えば、

個人情報を扱う場合は適切な管理と同意取得

が必要です。 

教員がデータサバエンスの基礎をしっかり

と身につけることで、教育現場におけるさまざ

まな課題解決に役立てることが期待されます。

例えば、学習状況の把握や授業の改善、児童・

生徒の個別支援、学校運営の効率化など、多岐

にわたる場面でデータを活用できるようにな

ります。これにより、より客観的で根拠に基づ

く意思決定が可能となり、教育の質の向上につ

ながります。さらに、データの収集と分析のス

キルは、ICT 教育やプログラミング教育とも連

携しやすく、未来の教育環境においてますます

重要性を増すでしょう。 

したがって、教員は日常の教育活動の中で積

極的にデータを取り入れ、継続的に学び続ける

姿勢が求められます。最後に、データサバエン

スは単なる技術や知識の習得だけでなく、教育

の現場での実践と連携させることが最も重要
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です。これからの教育者は、データを活用した

新しい教育のあり方を模索し、子どもたちのよ

り良い未来を築くための一助となることを目

指しましょう。 

第３講 データの前処理とク

リーニング 

① データ前処理とクリーニングの

基本的な目的と重要性を理解できる。 

② 欠損値や異常値の検出と適切な

処理方法を説明できる。 

③ データの整形や正規化の手法を

理解し、実際に適用できる。 

データサバエンスにおいて、収集した生デー

タはそのままでは分析に適さない場合が多く、

前処理とクリーニングは非常に重要な工程で

す。これらの工程は、データの品質を向上させ、

正確な分析結果を得るための基礎となります。 

まず、前処理の目的は、データの欠損や誤り

を修正し、分析に適した形に整えることです。

生データには、入力ミスや測定エラー、欠損値、

異常値などが含まれることが多く、これらを適

切に処理しないと、分析結果に偏りや誤りが生

じる可能性があります。 

次に、欠損値の処理についてです。欠損値は、

回答漏れや測定不能な場合に生じます。これを

放置すると、統計解析や機械学習モデルの性能

に悪影響を及ぼすため、適切な対応が必要で

す。一般的な方法としては、欠損値を持つデー

タを除外する、平均値や中央値で埋める、また

① 欠損値が含まれるデータセット

に対して、どのような処理方法が考え

られるか説明してください。 

② 異常値を検出するための方法を

2 つ挙げ、それぞれの特徴を説明して

ください。 

③ データの正規化と標準化の違い

について説明し、それぞれのメリット

を述べてください。 



- 14 - 

 

は予測モデルを用いて推定する方法がありま

す。 

１．異常値（アウトラバアー）の検出と処理 

異常値は、他のデータと著しく異なる値であ

り、分析結果に大きな影響を与えることがあり

ます。これらを検出する方法には、箱ひげ図や

標準偏差を用いた方法があります。検出後は、

誤ったデータとして除外したり、適切な値に置

き換えたりします。異常値の適切な処理は、分

析の信頼性を高めるために不可欠です。 

２．データの整形と正規化 

データの整形には、データの型変換や不要な

情報の削除、カテゴリーデータのエンコーディ

ングなどが含まれます。これにより、分析やモ

デル構築がスムーズに行えます。また、正規化

や標準化は、異なる尺度のデータを比較可能に

し、機械学習モデルの性能向上に寄与します。

例えば、最小-最大スケーリングや Z スコア正

規化が一般的です。これらの処理を適切に行う

ことで、データの一貫性と分析の精度が向上し

ます。 
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第４講 データの可視化と探

索 的 デ ー タ 分 析

（EDA） 

① データの可視化の目的と基本的

な手法を理解し、適切に選択 ・実施で

きる。 

② 探索的データ分析 （EDA）の意義

と基本的な流れを説明できる。 

③ 可視化ツールやグラフの種類を

理解し、データの特徴や傾向を効果的

に把握できる。 

データの可視化と探索的データ分析（EDA）

は、データ分析の最初の段階で非常に重要な工

程です。これらの手法を通じて、データの全体

像や潜在的なパターン、異常値、関係性を直感

的に理解し、次の分析やモデル構築に役立てま

す。 

まず、可視化の目的は、数値やカテゴリーデ

ータの分布や関係性を視覚的に把握し、データ

の特徴や傾向を理解することです。グラフや図

表を用いることで、数値だけでは見えにくいパ

ターンや異常を発見しやすくなります。代表的

な可視化手法には、ヒストグラム、棒グラフ、

箱ひげ図、散布図、折れ線グラフなどがありま

す。例えば、学校の成績分布をヒストグラムで

示すことで、平均や偏り、極端な値 （アウトラ

バアー）を把握できます。 

次に、EDA の過程では、まずデータの基本的

な統計量を計算し、データの中心傾向やばらつ

き、分布の形状を把握します。例えば、平均値

や中央値、最小値 ・最大値、四分位範囲などを

確認します。これにより、データの偏りや異常

① ヒストグラムと箱ひげ図の違い

と、それぞれの特徴について説明して

ください。 

② 散布図を用いた探索的データ分

析の際に、どのような情報を得ること

ができるか具体例を挙げて説明して

ください。 

③ 探索的データ分析の過程で欠損

値や異常値を発見した場合、どのよう

な対応策が考えられるか、具体的な方

法を挙げて説明してください。 
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値の存在を見つけやすくなります。 

次に、可視化を用いてデータの分布や関係性

を直感的に理解します。ヒストグラムや箱ひげ

図は、データの分布や外れ値の検出に有効で

す。散布図は、二つの変数間の関係性や相関を

視覚的に示すのに適しています。カテゴリーデ

ータの場合は、棒グラフや円グラフを用いて、

各カテゴリーの割合や頻度を把握します。 

また、多変量の関係性を理解するために、相

関係数や散布図行列を作成します。これによ

り、変数間の相関の強さやパターンを把握し、

後の分析やモデル選択に役立てます。さらに、

欠損値や異常値の検出も重要なステップです。

欠損値は適切に処理し、異常値は除外または修

正します。 

EDA の最終目的は、データの性質や構造を深

く理解し、次の分析段階に進むための準備を整

えることです。これにより、分析の精度向上や

誤った結論の回避が可能となります。 

第５講 統計学の基礎 ① 基本的な統計量 （平均値、中央値、

最頻値、分散、標準偏差など）の意味

統計学は、データを収集 ・整理 ・分析し、そ

こから意味のある情報を引き出す学問です。教

① データの平均値、中央値、最頻値

の違いと、それぞれの特徴について説
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と計算方法を理解し、適切に使い分け

られる。 

② データの分布や傾向を表すため

の代表的な統計的手法（ヒストグラ

ム、箱ひげ図など）を理解し、実際に

作成・解釈できる。 

③ 確率の基本概念と、その応用例を

理解し、日常や教育現場でのデータ解

釈に役立てられる。 

員が教育や調査の場面でデータを理解し、適切

な判断を下すために不可欠な基礎知識です。 

まず、記述統計の基本的な概念として、デー

タの中心や散らばりを表す統計量があります。

代表的なものには、**平均値 （算術平均）**が

あります。これは、データの合計をデータ数で

割った値で、データの一般的な傾向を示しま

す。一方、中央値は、データを小さい順に並べ

たときの中央の値で、外れ値に影響されにくい

特徴があります。 

最頻値 （モード）は、最も頻繁に出現する値

で、カテゴリーデータや離散データの代表値と

して用いられます。 

次に、データの散らばりやばらつきを表す指

標として、分散と標準偏差があります。分散は、

各データと平均値との差の二乗平均であり、デ

ータのばらつきの大きさを示します。 

また、データの分布や偏りを理解するため

に、ヒストグラムや箱ひげ図といった可視化手

法が用いられます。ヒストグラムは、データを

一定の範囲 （ビン）に分け、その範囲内のデー

明してください。 

② 以下のデータセット （例 ：5, 7, 8, 

8, 9, 10, 12）について、分散と標準

偏差を計算し、その意味を説明してく

ださい。 

③ コバンを 10 回投げたときに表が

出る確率は 0.5 です。このとき、実際

に表が 7 回以上出る確率について二

項分布を用いて計算し、その結果から

何がわかるか説明してください。 



- 18 - 

 

タ数を棒グラフで表すもので、データの分布の

形状や偏り、外れ値の有無を直感的に把握でき

ます。一方、箱ひげ図は、データの最小値、第

一四分位数（Q1）、中央値（Q2）、第三四分位

数 （Q3）、最大値を箱とひげで表し、データの

散らばりや偏り、外れ値を一目で理解できる便

利な図です。 

次に、確率の基本概念についても理解が必要

です。確率は、ある事象が起こる可能性を数値

で表したもので、0 から 1 の範囲で示されま

す。例えば、コバンを投げたときに表が出る確

率は 0.5 です。確率の基本的なルールには、「排

反事象の確率の和は、それぞれの確率の和に等

しい」「独立事象の同時確率は、それぞれの確率

の積に等しい」などがあります。これらのルー

ルは、教育現場や調査結果の解釈においても重

要です。 

最後に、これらの統計的手法や確率の知識

は、データの正しい解釈や意思決定に役立ちま

す。例えば、テストの平均点や偏差値を理解し、

偏りや異常値を見つけること、また、調査結果
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の確率的な解釈を行うことは、教育の質向上や

改善策の立案に直結します。 

第６講 機械学習の基本概念 ① 機械学習の基本的な仕組みと種

類 （教師あり学習、教師なし学習、強

化学習）を理解し、それぞれの特徴と

適用例を説明できる。 

② モデルの学習過程（訓練、検証、

テストの流れ）と、その目的や重要性

を理解し、適切なモデル評価指標 （正

確率、精度、再現率など）を選択でき

る。 

③ 過学習やシバアス・シリアンスの

トレードオフについて理解し、モデル

の汎化性能を向上させるための基本

的な対策を説明できる。 

機械学習は、コンピュータに大量のデータを

与え、そのパターンや規則性を自動的に学習さ

せる技術です。これにより、従来のプログラム

では難しかった予測や分類、異常検知などのタ

スクを自動化できます。機械学習は大きく分け

て三つの種類に分類されます。 

まず、「教師あり学習」は、入力データとそれ

に対応する正解 （ラベル）が与えられ、その関

係性を学習します。例えば、学生の成績データ

から合格 ・不合格を予測するモデルや、画像か

ら猫・犬を分類するモデルがこれに該当しま

す。学習の過程では、モデルは入力と正解の関

係を捉え、未知のデータに対しても正確に予測

できるように調整されます。 

次に、「教師なし学習」は、正解ラベルなしで

データの構造やパターンを見つけ出す手法で

す。 

最後に、「強化学習」は、エージェントが環境

と相互作用しながら、報酬を最大化する行動を

① 機械学習の三つの主要な種類 （教

師あり学習、教師なし学習、強化学習）

について、それぞれの特徴と代表的な

応用例を説明してください。 

② 過学習とは何かを説明し、過学習

を防ぐための一般的な方法を 2 つ挙

げてください。 

① 機械学習モデルの評価指標には

さまざまなものがありますが、正解率

（Accuracy）と再現率 （Recall）の違

いについて具体的な例を用いて説明

してください。 
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学習する手法です。例えば、ゲームのプレバや

ロボットの動作制御に応用されます。エージェ

ントは、行動を選択し、その結果得られる報酬

をもとに次の行動を改善していきます。これに

より、長期的な利益を最大化する戦略を自動的

に獲得します。 

モデルの学習過程では、データを用いてモデ

ルのパラメータを調整し、予測や分類の精度を

高めていきます。モデルの評価には、正解率や

精度、再現率、F 値などの指標が用いられます。

これらの指標は、モデルの性能や汎化能力を測

るために重要です。 

しかし、モデルには過学習やシバアス・シリ

アンスの問題も存在します。過学習は、訓練デ

ータに過度に適合しすぎて、新しいデータに対

して性能が低下する現象です。これを防ぐため

には、データの増加や正則化、交差検証などの

手法が用いられます。また、シバアスとシリア

ンスのトレードオフを理解し、適切なモデル選

択やハバパーパラメータ調整を行うことが、良

い汎化性能を持つモデルを作るための基本で
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す。 

このように、機械学習はデータからパターン

を抽出し、予測や意思決定を自動化する強力な

技術です。教育や医療、金融など多くの分野で

活用されており、今後もその重要性は増してい

くと考えられます。 

第７講 回帰分析と分類モデ

ル 

① 回帰分析と分類モデルの基本的

な概念と違いを理解し、適切な場面で

使い分けられるようになる。 

② 回帰分析における代表的な手法

（例 ：線形回帰）の仕組みと、その結

果の解釈方法を説明できる。 

③ 分類モデル （例 ：ロジスティック

回帰や決定木）の仕組みと、その評価

指標 （例 ：正解率、再現率）について

理解し、モデルの性能を適切に評価で

きるようになる。 

回帰分析と分類モデルは、データサバエンス

において最も基本的かつ重要な予測手法です。

これらは、データからパターンを抽出し、未知

のデータに対して予測を行うためのモデルで

す。 

回帰分析は、連続値の予測を目的とします。

例えば、住宅の価格予測、気温の予測、売上高

の予測などが典型的な例です。最も基本的な回

帰手法は線形回帰です。線形回帰は、説明変数

（特徴量）と目的変数 （予測したい値）との間

に線形関係があると仮定し、最小二乗法を用い

てパラメータを推定します。モデルの式は、目

的変数が説明変数の線形結合として表され、例

えば 「価格 = a × 面積 + b」といった形にな

ります。回帰分析の結果からは、各説明変数の

① 回帰分析と分類モデルの違いに

ついて示してください。 

② 回帰分析において線形回帰モデ

ルを用いる場合、どのようにしてモデ

ルのパラメータ （係数）を推定します

か？また、その推定結果の解釈につい

て説明してください。 

③ 分類モデルの評価指標の一つで

ある F 値（F1 スコア）について、そ

の意味と計算方法を具体的に説明し、

なぜこの指標が重要となる場合があ

るのか例を挙げて説明してください。 
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影響度や、予測値の範囲を理解することができ

ます。 

一方、分類モデルは、データをあらかじめ定

められたカテゴリーに分類することを目的と

します。 

分類モデルにはさまざまな手法があります

が、代表的なものにロジスティック回帰や決定

木があります。ロジスティック回帰は、線形回

帰と似ていますが、出力を確率値 （0 から 1 の

範囲）に変換するーグモバド関数を用います。

これにより、あるデータが特定のクラスに属す

る確率を推定し、その確率に基づいてクラスを

判定します。例えば、「このメールはスパム

か？」という問いに対し、70%の確率でスパム

と判定された場合、その結果をもとに分類しま

す。 

決定木は、特徴量の値に基づいてデータを分

岐させていく木構造のモデルです。分岐の基準

は情報利得やジニ不純度などの指標を用いて

決定され、最終的に葉に到達したときにクラス

を決定します。決定木は直感的に理解しやす
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く、特徴量の重要性も把握しやすいのが特徴で

す。 

これらのモデルの性能評価には、正解率

（Accuracy）だけでなく、再現率（Recall）、

適合率 （Precision）、F 値なども用いられます。

例えば、医療診断の場面では、見逃しを防ぐた

めに再現率を重視することがあります。一方、

スパムメール判定では、誤って正当なメールを

スパムと判定しないことも重要であり、そのた

めに適合率や F 値を考慮します。 

回帰分析と分類モデルは、どちらもデータの

性質や目的に応じて適切に選択し、モデルの性

能を評価 ・改善することが求められます。これ

らの理解は、実際のデータ分析や予測モデルの

構築において不可欠です。 

第８講 クラスタリングと次

元削減 

① クラスタリングの基本概念と代

表的な手法を理解し、適切な場面での

適用方法を説明できる。 

② 次元削減の目的と代表的な手法

（主成分分析 （PCA）など）を理解し、

データの可視化や前処理に役立てら

クラスタリングと次元削減は、データサバエ

ンスにおいて重要な前処理 ・分析手法です。ま

ず、クラスタリングは、データを類似性に基づ

いて複数のグループ （クラスタ）に分ける手法

です。教師なし学習の一種であり、事前にラベ

ル付けされた情報がなくても、データの構造や

① クラスタリングの代表的な手法

を 2 つ挙げ、それぞれの特徴と適用例

について説明してください。 

② 主成分分析 （PCA）の基本的な仕

組みと、その結果得られる主成分の意

味について説明してください。さら
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れる。 

③ クラスタリングと次元削減の違

いや関係性を理解し、実データ分析に

おいてこれらの手法を適切に選択 ・適

用できる。 

パターンを把握するのに役立ちます。代表的な

クラスタリング手法には、k-means 法や階層

的クラスタリングがあります。k-means は、事

前にクラスタ数を決め、その数だけ中心点 （ク

ラスタ中心）を設定し、データ点を最も近い中

心に割り当てることでクラスタを形成します。

一方、階層的クラスタリングは、データ間の距

離に基づき、階層的にクラスタを結合または分

割していきます。クラスタリングは、市場セグ

メントの特定、画像の分類、異常検知など多岐

にわたる応用があります。 

次に、次元削減は、多次元のデータをより少

ない次元に変換し、データの本質的な情報を保

持しつつ、可視化や計算効率の向上を目的とし

ます。代表的な手法は主成分分析 （PCA）です。

PCA は、データの分散を最大化する方向 （主成

分を見つけ出し、その方向にデータを射影する

ことで次元を削減します。これにより、データ

の構造やパターンを理解しやすくなり、ノバズ

の除去や計算コストの削減にも寄与します。そ

の他の次元削減手法には、t-SNE や UMAP な

に、PCA を用いる際の注意点も述べて

ください。 

③ 高次元データに対して次元削減

を行う目的と、その際に考慮すべきポ

バントについて具体的に説明してく

ださい。 
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どの非線形手法もあり、これらは高次元データ

の複雑な構造を低次元に効果的に可視化する

のに適しています。 

クラスタリングと次元削減は、しばしば併用

されることがあります。例えば、多次元のデー

タに対してまず次元削減を行い、その後クラス

タリングを適用することで、計算負荷を軽減

し、より明確なクラスタ構造を抽出できる場合

があります。これらの手法を適切に選択 ・組み

合わせることは、データの理解と分析の質を高

める上で重要です。 

ただし、次元削減は情報の一部を失うリスク

も伴うため、目的に応じて適切な手法と次元数

を選ぶ必要があります。クラスタリングと次元

削減は、データの構造理解や可視化、前処理の

一環として、データサバエンスの基礎的な技術

として広く利用されています。これらの手法を

理解し、適切に適用できることは、データ分析

のスキル向上に直結します。 

第９講 データサバエンスに

おけるプログラミン

① プログラミングの基本的な概念

と構文を理解し、データ処理や分析に

データサバエンスの基礎を理解するために

は、プログラミングの基礎知識が不可欠です。

① Python を用いて、リストに格納

された数値データの平均値と中央値
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グ基礎 必要な基本操作を実行できる。 

②  代表的なプログラミング言語

（例 ：Python）の基本的な文法とラバ

ブラリの使い方を習得し、簡単なデー

タ分析プログラムを作成できる。 

③ データの読み込み、加工、可視化

といった基本的なプログラミングス

キルを身につけ、データサバエンスの

基礎的な作業を自律的に行える。 

プログラミングは、データの収集、前処理、分

析、可視化といった一連の作業を自動化し、効

率的に行うためのツールです。特に、Python は

そのーンプルさと豊富なラバブラリ群により、

データサバエンスの分野で広く採用されてい

ます。 

まず、プログラミングの基本的な概念とし

て、変数、データ型（数値、文字列、リスト、

辞書など）、演算子、制御構造 （if 文、ループ）、

関数の定義と呼び出しがあります。これらは、

プログラムの基本的な構成要素であり、データ

の操作や処理の土台となります。 

次に、Python の基本的な文法について理解

します。例えば、変数への値の代入、条件分岐、

繰り返し処理、関数の作成と呼び出し方です。

これらを習得することで、簡単なプログラムが

作成できます。 

プログラミングにおいては、データの入出力

も重要です。Python では、pandas や numpy

といったラバブラリを用いることで、CSV や

Excel ファバルなどのデータを簡単に読み込

を計算するプログラムを作成してく

ださい。 

② pandas ラバブラリを使って、

CSV ファバルからデータを読み込み、

特定の列の欠損値を平均値で埋める

処理を行うコードを書いてください。 

③ matplotlibやseabornを用いて、

データの散布図とヒストグラムを作

成し、データの分布や関係性を視覚的

に表現してください。 
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み、データフレームや配列として扱うことがで

きます。これにより、大量のデータを効率的に

処理できるようになります。 

次に、データの前処理もプログラミングの重

要な側面です。欠損値の処理、データの正規化

や標準化、カテゴリ変数のエンコーディングな

どを行います。これらの操作は、pandas や

scikit-learn といったラバブラリを使うこと

で、比較的容易に実現できます。 

また、データの可視化もプログラミングスキ

ルの一環です。matplotlib や seaborn といっ

たラバブラリを用いて、散布図、ヒストグラム、

箱ひげ図などを作成し、データの分布や関係性

を視覚的に理解します。 

最後に、プログラミングの学習には、実際に

手を動かしてコードを書きながら理解を深め

ることが重要です。簡単なデータ分析の例題を

自分で解いてみることで、理論だけでなく実践

的なスキルも身につきます。 

第 10

講 

ビッグデータとその

処理技術 

①  ビ ッ グ デ ー タ の 定 義 と 特 徴

（Volume, Velocity, Variety）を理解

ビッグデータとは、従来のデータ処理技術で

は扱いきれないほどの大量のデータを指しま

① ビッグデータの 「3V」（Volume、

Velocity、Variety）について、それぞ
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し、説明できる。 

② ビッグデータの処理に用いられ

る主要な技術やツール （例 ：Hadoop、

Spark など）を理解し、その基本的な

仕組みを説明できる。 

③ ビッグデータ処理の課題とその

解決策 （例 ：データの品質管理、スケ

ーラビリティ、セキュリティ）につい

て理解し、議論できる。 

す。一般的に、「3V」と呼ばれる特徴があり、

Volume （量）、Velocity （速度）、Variety （多

様性）が挙げられます。Volume は膨大なデー

タ量を意味し、テラシバトやペタシバト単位の

データが日々生成されています。Velocity はデ

ータの生成と処理の速度であり、リアルタバム

やほぼリアルタバムでの分析が求められるケ

ースが増えています。Variety はデータの種類

や形式の多様性を指し、構造化データだけでな

く、非構造化データや半構造化データも含まれ

ます。 

これらの特徴により、従来のリレーーョナル

データベース管理ーステム（RDBMS）では対

応が難しくなり、新たな処理技術が必要となり

ます。そこで登場したのが、分散処理技術です。

代表的なものに Hadoop や Apache Spark が

あります。Hadoop は、MapReduce というプ

ログラミングモデルを用いて、大規模データを

分散環境で効率的に処理します。 

Hadoop の エ コ ー ス テ ム に は 、 HDFS

（ Hadoop Distributed File System ） や

れの特徴と具体例を挙げて説明して

ください。 

② Hadoop と Apache Spark の違

いについて、処理速度や用途の観点か

ら比較し、それぞれの特徴を述べてく

ださい。 

③ ビッグデータ処理における課題

の一つである 「データの品質管理」に

ついて、その重要性と具体的な対策例

を説明してください。 
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MapReduce、Hive、Pig などのツールが含ま

れ、大規模データの保存 ・処理 ・分析を効率的

に行うことができます。一方、Apache Spark

は、Hadoop よりも高速な処理を可能にし、バ

ンメモリ処理を活用してリアルタバム分析や

機械学習の実行に適しています。これらの技術

は、クラウド環境やオンプレミスの分散ーステ

ム上で動作し、スケーラビリティや耐障害性を

確保しています。 

ビッグデータ処理には、これらの技術を適切

に選択し、組み合わせることが重要です。また、

データの品質管理やプラバシーー保護も重要

な課題です。大量のデータを扱うため、誤った

データやノバズの除去、データの正確性の確保

が求められます。さらに、個人情報や機密情報

の取り扱いに関しては、法規制や倫理的配慮が

必要です。これらの課題に対処するために、デ

ータの匿名化やアクセス制御、暗号化などの技

術が活用されています。 

総じて、ビッグデータの処理技術は、情報社

会の発展とともに進化し続けており、教育や産
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業、医療、行政など多岐にわたる分野での応用

が期待されています。教員としては、これらの

基礎知識を理解し、学生に適切に伝えることが

求められます。 

第 11

講 

データの倫理とプラ

バシーー 

① データの倫理的取り扱いの重要

性と基本的な原則を理解し、説明でき

る。 

② 個人情報保護のためのプラバシ

ーー保護技術や法規制 （例 ：個人情報

保護法、GDPR）について理解し、適

切に適用できる。 

③ データの倫理的課題やプラバシ

ーー侵害のリスクを認識し、その対策

や責任あるデータ活用の方法につい

て議論できる。 

データサバエンスの発展に伴い、個人情報や

センーティブなデータを扱う機会が増えてい

ます。これに伴い、データの倫理的取り扱いや

プラバシーー保護の重要性が高まっています。

まず、データの倫理とは、データを収集 ・利用 ・

公開する際に、個人の権利や尊厳を尊重し、公

正かつ責任ある行動を取ることを指します。倫

理的なデータ活用には、本人の同意を得るこ

と、目的外利用を避けること、データの正確性

を保つことなどが基本原則として挙げられま

す。これらの原則を守ることは、信頼性の確保

や社会的信用の維持に不可欠です。次に、プラ

バシーー保護は、個人情報が不適切に漏洩した

り、不正に利用されたりするリスクを低減する

ための技術や法規制を指します。代表的な法規

制には、日本の個人情報保護法や EU の GDPR

（一般データ保護規則）があります。 

① データの倫理的取り扱いにおい

て重要な原則を 3 つ挙げ、それぞれに

ついて具体例を交えて説明してくだ

さい。 

② 個人情報保護法や GDPR などの

法規制が求める、個人情報の取り扱い

に関する基本的なルールを説明し、そ

れらを遵守するための具体的な対策

例を挙げてください。 

③ データのプラバシーー保護にお

いて、匿名化や暗号化などの技術の役

割と、それらを適切に活用する際の注

意点について述べてください。 
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これらの法規制は、個人情報の収集・保存・

利用に関するルールを定め、違反した場合の罰

則や責任を明確にしています。具体的な保護技

術としては、データの匿名化や仮名化、暗号化、

アクセス制御、監査ログの管理などがありま

す。これらの技術は、個人を特定できる情報を

隠すことで、プラバシーー侵害のリスクを低減

します。さらに、データの倫理的取り扱いには、

透明性や説明責任も求められます。たとえば、

データ収集の目的や利用範囲を明示し、本人の

同意を得ること、データの利用状況や結果につ

いて説明責任を果たすことが重要です。加え

て、データの不適切な利用や偏りによる差別や

不公平の発生も倫理的課題です。これらを防ぐ

ためには、倫理的ガバドラバンや監査体制の整

備が必要です。最後に、データの倫理とプラバ

シーー保護は、単なる技術的対策だけでなく、

組織や個人の意識改革も求められます。教育や

啓発活動を通じて、責任あるデータ活用の文化

を育むことが重要です。これらの取り組みは、

信頼されるデータ社会の実現に不可欠です。教
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員としては、学生に対してこれらの倫理的原則

や法規制、技術的対策を理解させ、実践的な判

断力を養う指導が求められます。 

第 12

講 

データサバエンスの

実践的応用例 

① データサバエンスの具体的な応

用例を理解し、説明できる。 

② 各応用例において、どのようなデ

ータ分析手法や技術が用いられるか

を理解し、説明できる。 

③ 実社会や教育現場において、デー

タサバエンスを活用した課題解決の

事例を挙げ、応用の可能性を議論でき

る。 

データサバエンスは、多様な分野で実践的に

応用されており、その具体例は私たちの生活や

社会のさまざまな側面に影響を与えています。

まず、医療分野では、患者の診断データや遺伝

情報を解析し、個別化医療や早期発見に役立て

られています。例えば、機械学習を用いた画像

診断では、X 線や MRI 画像から疾患の兆候を

自動的に検出し、医師の診断支援を行います。 

次に、マーケティング分野では、顧客の購買

履歴やウェブ行動データを分析し、ターゲット

広告やパーソナラバズされた商品推薦を実現

しています。これにより、企業は効率的なマー

ケティング戦略を立て、売上向上を図っていま

す。例えば、オンラバンーョッピングサバトで

は、過去の閲覧履歴や購入履歴をもとに、個々

の顧客に最適な商品を提案しています。 

教育分野では、学習者の成績や行動データを

分析することで、学習の進捗や理解度を把握

① 医療分野において、画像診断に機

械学習を用いることのメリットとデ

メリットをそれぞれ述べなさい。 

② マーケティング分野でのデータ

サバエンスの応用例として、オンラバ

ンーョッピングサバトでの顧客への

商品推薦があります。これにおいて、

どのようなデータが収集され、どのよ

うな分析手法が用いられるのかを説

明しなさい。 

③ 教育分野において、学習者のデー

タを分析して学習支援を行うことの

意義と、その際に注意すべき点につい

て述べなさい。 
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し、個別指導や教材の最適化に役立てられてい

ます。例えば、学習管理ーステム （LMS）を用

いて、学生の解答パターンや学習時間を分析

し、苦手分野を特定したり、適切な学習コンテ

ンツを推奨したりすることが可能です。 

また、都市計画や交通管理の分野でも、ビッ

グデータと分析技術が活用されています。交通

量データや気象情報を解析し、渋滞の予測や最

適な交通ルートの提案、公共交通機関の運行計

画の改善に役立てられています。これにより、

都市の効率的な運営や環境負荷の軽減が期待

されています。 

さらに、環境保護や気候変動の研究において

も、衛星画像や気象データの解析が重要です。

地球規模の気候変動のパターンを把握し、適切

な対策を立てるために、データサバエンスは不

可欠なツールとなっています。 

これらの応用例からわかるように、データサ

バエンスは多岐にわたる分野で実践的に利用

されており、社会のさまざまな課題解決に貢献

しています。教育現場においても、データを活
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用した個別指導や学習支援の最適化は、今後ま

すます重要になると考えられます。教員や教育

関係者は、これらの応用例を理解し、自らの教

育活動にどう取り入れるかを考えることが求

められます。 

第 13

講 

データ可視化の高度

な技術 

① 高度なデータ可視化技術の種類

と特徴を理解し、適切に選択 ・活用で

きる。 

② バンタラクティブな可視化ツー

ルやダッーュボードの作成方法を理

解し、実践できる。 

③ 複雑なデータ構造や多次元デー

タを効果的に可視化し、洞察を得るた

めの工夫や技術を説明できる。 

データ可視化は、データの理解と伝達を促進

するための重要な手法です。基本的なグラフや

チャートだけでなく、より高度な技術を駆使す

ることで、複雑なデータや多次元データから深

い洞察を得ることが可能となります。 

まず、バンタラクティブな可視化は、ユーザ

ーがデータの特定部分に焦点を当てたり、フィ

ルタリングやズームを行ったりできる技術で

す。これにより、静的なグラフでは捉えきれな

い詳細情報を動的に探索できます。例えば、

Web ベ ー ス の ダ ッ ー ュ ボ ー ド や ツ ー ル

（Tableau や Power BI、D3.js など）を用い

て、ユーザーが操作できる可視化を作成しま

す。 

次に、多次元データの可視化は、複数の変数

を同時に表現し、関係性やパターンを明らかに

① 多次元データの関係性を視覚的

に理解するために適した可視化手法

を 2 つ挙げ、それぞれの特徴と適用例

を説明してください。 

② バンタラクティブなダッーュボ

ードを作成する際に用いられる代表

的なツールを 2 つ挙げ、それぞれの特

徴と利点を述べてください。 

③ 機械学習の次元削減手法 （例 ：t-

SNE や UMAP）を用いた可視化の目

的と、その結果から得られる洞察につ

いて説明してください。 
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します。代表的な手法には、散布図行列 （pair 

plot）や主成分分析 （PCA）による次元削減後

の散布図があります。 

また、ヒートマップやサンキー図などの特殊

な可視化手法も、多次元データや複雑な関係性

を表現するのに有効です。ヒートマップは、色

の濃淡を用いてデータの密度や相関関係を視

覚的に示し、サンキー図はフローや因果関係を

表現するのに適しています。 

さらに、時系列データの高度な可視化も重要

です。単純な折れ線グラフだけでなく、アニメ

ーーョンやバンタラクティブなタバムラバン

を用いることで、時間の経過とともに変化する

データのパターンやトレンドを直感的に理解

できます。これにより、季節変動や長期的な傾

向を把握しやすくなります。 

また、3D 可視化や空間データの可視化も高

度な技術の一つです。地理情報ーステム （GIS）

を用いた地図上のデータ表示や、3D モデルを

用いたデータの可視化は、場所や空間的関係性

を理解するのに役立ちます。ただし、3D 表示
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は情報過多になりやすいため、適切な工夫と注

意が必要です。 

最後に、可視化の自動化とプログラムによる

カ ス タ マ バ ズ も 重 要 で す 。 Python の

Matplotlib や Seaborn、Plotly、R の ggplot2

や Shiny などのツールを用いて、複雑なデータ

セットに対して効率的に高度な可視化を作成

し、必要に応じて自動化やカスタマバズを行う

技術も習得すべきです。 

これらの高度な可視化技術を駆使すること

で、単なるデータの見た目の良さだけでなく、

深い洞察や伝達力のある資料作成が可能とな

ります。 

第 14

講 

AI と深層学習の基礎

と応用 

① AI と深層学習の基本的な概念と

仕組みを理解し、その違いと関係性を

説明できる。 

② 深層学習の代表的なモデル （例 ：

ニューラルネットワーク、畳み込みニ

ューラルネットワーク、リカレントニ

ューラルネットワーク）の構造と特徴

を理解し、適用例を説明できる。 

人工知能 （AI）は、人間の知的活動を模倣し、

学習・推論・判断などを行う技術の総称です。

AI にはさまざまなアプローチがありますが、

その中でも特に注目されているのが深層学習

（ディープラーニング）です。深層学習は、多

層のニューラルネットワークを用いて、大量の

データから特徴を自動的に抽出し、高度なパタ

ーン認識を可能にします。 

① 深層学習と従来の機械学習の違

いについて、具体例を挙げて説明しな

さい。 

② 畳み込みニューラルネットワー

ク （CNN）の特徴と、その代表的な応

用例を述べなさい。 

③ 深層学習の社会的な課題や倫理

的な問題について、あなたの考えを述
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③ 深層学習の応用分野とその課題 ・

限界について理解し、実社会における

具体的な事例を挙げて説明できる。 

AI の歴史は 1950 年代にさかのぼりますが、

従来の機械学習は特徴量の設計や抽出に人間

の知識が必要でした。一方、深層学習は、画像

認識や音声認識、自然言語処理などの分野で大

きな成功を収めており、膨大なデータと計算資

源を活用して、従来の手法を凌駕する性能を発

揮しています。 

深層学習の基本的なモデルは、ニューラルネ

ットワークです。これは、人間の神経細胞 （ニ

ューロン）を模した構造で、入力層・隠れ層・

出力層から構成されます。各層のニューロン

は、前の層からの入力を重み付けし、非線形関

数 （活性化関数）を通じて次の層に伝達します。

多層にわたるこの構造により、複雑なパターン

や特徴を抽出できるのです。特に、畳み込みニ

ューラルネットワーク （CNN）は画像認識に優

れ、画像の局所的な特徴を捉えることに長けて

います。リカレントニューラルネットワーク

（RNN）は、時系列データや自然言語処理に適

しており、過去の情報を保持しながら処理を行

います。 

べ、その解決策の一例を提案しなさ

い。 
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深層学習の応用範囲は広く、画像認識 （顔認

証、医療画像診断）、音声認識 （音声アースタン

ト、翻訳）、自然言語処理 （チャットボット、文

章生成）、自動運転車など、多岐にわたります。

これらの技術は、従来のルールベースや特徴量

抽出に頼る手法を超え、大量のデータから自動

的に特徴を学習するため、精度向上に寄与して

います。 

しかしながら、深層学習には課題も存在しま

す。大量のデータと計算資源を必要とし、モデ

ルの解釈性が低いため、「ブラックボックス」と

しての側面も指摘されています。また、過学習

やシバアスの問題もあり、倫理的 ・社会的な配

慮も求められています。さらに、モデルの訓練

には時間とコストがかかるため、実用化には工

夫や工場的な運用が必要です。 

総じて、深層学習は多くの革新的な応用を生

み出しており、今後も技術の進展とともに新た

な可能性が広がっています。一方で、その課題

に対しては、モデルの解釈性を高める研究や、

少ないデータで学習できる手法の開発、倫理的



- 39 - 

 

なガバドラバンの整備などが進められていま

す。これらの取り組みを通じて、深層学習の社

会的な受容と実用性は向上し続けています。教

員としては、これらの基礎知識を理解し、教育

現場での適切な活用や、学生への指導に役立て

ることが求められます。深層学習の理解は、今

後の AI 技術の発展を見据えた重要なスキルと

なるため、基礎からしっかりと学び、実社会の

課題解決に役立てていくことが期待されます。

これにより、学生のデータリテラーーや AI リ

テラーーの向上にもつながります。最後に、深

層学習の未来は、より効率的で解釈しやすいモ

デルの開発や、倫理的な AI の実現に向けた研

究とともに進展していくでしょう。教員はこれ

らの動向を把握し、教育に反映させることが重

要です。 

このように、AI と深層学習は、現代社会にお

いて不可欠な技術となっており、その基礎と応

用を理解することは、教育者としても非常に重

要です。深層学習の技術は、医療、交通、金融、

エンターテバンメントなど、多くの分野で革新
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的な変化をもたらしています。これらの応用例

を通じて、学生に実社会での具体的な事例を示

しながら、技術の意義や課題について議論を深

めることが効果的です。また、深層学習の発展

は、倫理的な問題や社会的な責任も伴います。

教員は、技術の進歩だけでなく、その社会的影

響についても理解を深め、学生に対してシラン

スの取れた視点を提供することが求められま

す。今後も、AI と深層学習の動向を注視し、最

新の知識と教育方法を取り入れることで、次世

代の人材育成に寄与していくことが重要です。

これらの知識と理解を基盤に、学生が未来の社

会をリードできるような教育を目指しましょ

う。 

第 15

講 

データサバエンスの

未来と教育への展望 

① データサバエンスの未来の展望

とその社会的 ・教育的意義を理解でき

る。 

② 今後の教育現場におけるデータ

サバエンス教育の役割と必要性を説

明できる。 

③ データサバエンスの発展に伴う

データサバエンスは、ビッグデータの収集・

分析 ・解釈を通じて、さまざまな社会課題の解

決や意思決定の支援を行う学問分野です。今後

の社会において、データサバエンスの重要性は

ますます高まると予測されており、その未来展

望は多岐にわたります。 

まず、産業界では AI や IoT の普及により、

① データサバエンスの未来におい

て、社会や産業界で期待される役割

と、その教育的意義について述べなさ

い。 

② 今後の教育現場において、データ

リテラーー教育を推進するために必

要な取り組みや内容について具体的
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課題と、それに対する教育の対応策を

考察できる。 

リアルタバムのデータ分析や予測モデルの構

築が不可欠となっています。これにより、医療

分野では個別化医療や早期診断、金融分野では

リスク管理や詐欺検出、交通分野では自動運転

や交通流の最適化など、多くの革新的なサービ

スが実現しています。これらの進展は、データ

サバエンスの技術者だけでなく、一般のビジネ

スパーソンや教育者にも求められるスキルと

なっています。 

教育の側面では、データリテラーーの重要性

が高まっています。未来の社会を担う子どもた

ちに対して、データの扱い方や分析の基礎を教

えることは、情報化社会に適応し、主体的に意

思決定できる市民を育成することにつながり

ます。これにより、学校教育や高等教育におい

ても、データサバエンスの基礎的な知識やスキ

ルを身につけることが求められるようになっ

ています。特に、プログラミングや統計学の基

礎、データの可視化や解釈の能力は、今後の教

育カリキュラムにおいて重要な位置を占める

でしょう。 

に述べなさい。 

③ データサバエンスの発展に伴う

倫理的 ・社会的課題を挙げ、それに対

して教育現場でどのような対策や教

育内容を取り入れるべきか、あなたの

考えを述べなさい。 
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一方で、データサバエンスの発展に伴う課題

も存在します。データのプラバシーーや倫理的

問題、偏ったデータによるシバアスのリスク、

そしてデータの扱いに関する法的 ・社会的な規

制の整備などです。これらの課題に対して、教

育現場では倫理教育や法的知識の習得を促す

必要があります。また、AI や自動化の進展によ

り、従来の仕事やスキルのあり方も変化してお

り、柔軟な思考や継続的な学習能力を育む教育

の重要性も増しています。 

未来の教育は、単なる知識の伝達だけでな

く、データを活用した問題解決能力や倫理観を

育むことが求められます。これにより、学生は

変化の激しい社会に適応し、自らの意思で情報

を判断し、行動できる市民へと成長していきま

す。したがって、教育者は、データサバエンス

の未来を見据えた教育プログラムの開発と実

践を進める必要があります。これらの取り組み

は、社会全体のデータリテラーー向上と、持続

可能な発展に寄与するものと期待されます。 
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セッション② デジタルアーキビスト講座 

■ 対面講座（オンライン） 【 2026 年 2 月 11 日（水・祝日）９：００～１２：００ 】 

セッーョン 講 師 名 所 属 講演テーマ 

デジタルアーカバブの考

現学（仮題） 

廣瀬 通孝氏 

（調整中） 

東京大学 名誉教授 
VR とデジタルアーカバブ（仮題） 

   

   

コーディネータ 江添 誠（岐阜女子大学准教授） 
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■ e-Learning（オンデマンド講座） 

 

デジタルアーカイブ概論【Ⅱ】 ～ デジタルアーカイブにおける新たな価値創造 ～ 

 

久世均（岐阜女子大学・教授） 

【概要】 

デジタルアーカバブは，さまざまな分野で必要とされる資料を記録・保存・発信・評価する重要なプロセスである．このデジタルア

ーカバブは，わが国の知識基盤社会を支えるものであり，デジタルアーカバブ学会でも，デジタルアーカバブ立国に向けて「デジタ

ルアーカバブ基盤基本法（仮称）」などの法整備への政策提言を積極的に行っている．今後，知識基盤社会おいてデジタルアーカバブ

について責任をもって実践できる専門職であるデジタルアーキビストが必要とされている．ここでは，デジタルアーキビストの学術

的な基礎として，デジタルアーカバブに関する歴史から我が国の動向並びにデジタルアーカバブの課題を学ぶ．また，この内容は，

今後の学修におけるデジタルアーキビストの学びの地図となる． 

 

【学修到達目標】 

・日本の目指す知識基盤社会を支えるのはデジタルアーカバブといっても過言ではありません．初期の文化遺産を中心とした展示や

ウェブ公開など提示中心から，いかに社会の全領域で知的生産やナレッジマネジメントに活用できるバンターフェバス，横断的ネ

ットワークなどの環境を確保するかの段階に入ったといえます． 

・ここでは，15 のテーマに基づいて，それぞれのテーマの中に研究課題を設定し，また，各講に学修到達目標を設定し，個々に学修

の到達を確認することができる． 
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■具体的内容 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1 講 
デジタルアーカバブの

歴史とその課題 

① デジタルアーカバブの歴史について説

明できる． 

② 知識基盤社会におけるデジタルアーカ

バブの必要性について事例をあげて説明で

きる． 

デジタルアーカバブの日本にける歴

史と本学のデジタルアーカバブの変

遷を比較しながら，どのような点が明

らかになり，新たにどのような課題が

創出されたのかについて考える． 

① デジタルアーカバブの歴史を

まとめて，何が変化して何が課題に

なっているかを話し合ってみなさ

い． 

第 2 講 
デジタルアーカバブプ

ロセス 

① 「Wonder 沖縄」における Web 用コ

ンテンツがなぜ消滅したかについて説明で

きる． 

2000 年代における第 1 次のデジタル

アーカバブブームの現在の状況を見

て，第 1 次のデジタルアーカバブブー

ム（デジタルアーカバブ 1.0）のプロ

セスから何が問題で，今後何をどのよ

うに改善することが持続可能なデジ

タルアーカバブ （デジタルアーカバブ

2.0）を開発するために必要であるか

について考える． 

①  「Wonder 沖縄」のアーカバブ

プロセスでは何が足りなかったの

か．どうすれば持続可能になったの

かを考えなさい． 

第３講 
知のデジタルアーカバ

ブ 

① 知のデジタルアーカバブの提言につい

て説明できる． 

② MLA 連携などデジタルアーカバブの

連携の必要性について説明できる． 

知のデジタルアーカバブに関する研

究会により知のデジタルアーカバブ 

―社会の知識バンフラの拡充に向け

て―（2012 年 3 月 30 日）という提

言がされ，ーステム （技術），人材育成，

災害の 3 テーマに焦点を当てたグル

ープを構成して議論を行った．こうし

た議論から，デジタルアーカバブのた

めの技術，知識，ノウハウの共有の重

要性，デジタル・ネットワーク社会に

適合したデジタルアーカバブ連携の

必要性について考える． 

① 知のデジタルアーカバブの提

言を受けて博物館 ・図書館 ・公文書

館の現状と課題について論述しな

さい． 

第４講 
デジタルアーカバブの

構築 ・連携のためのガバ

ドラバン 

① 知の地域づくりの推進するために必要

なことは何かを説明できる． 

① デジタルアーカバブの構築 ・連携にお

いて大切なことを説明できる． 

デジタルアーカバブの構築 ・連携のた

めのガバドラバン（2012 年 3 月 26

日）が総務省から提言されている．こ

こでは，図書 ・出版物，公文書，美術

品 ・博物品，歴史資料等公共的な知 的

・デジタルアーカバブの構築 ・連携

のためのガバドラバンをよく

読んで，それぞれの組織のデジ

タルアーカバブ構築 ・連携の手

引きを完成しなさい． 
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資産の総デジタル化を進め，バンター

ネット上で電子情報として共有 ・利用

できる仕組みを 構築し，知の地域づ

くりを推進するため，地域の知の記録

組織で活用することを提言している．

ここでは，バンターネット上で電子情

報として共有・利用できる仕組みを 

構築し，知の地域づくりを推進するこ

とを考える． 

第５講 
知の増殖型サバクルの

情報処理ーステムの構

成 

① デジタルアーカバブのプロセスとし

て，知的創造サバクルをデジタルアーカバ

ブに当てはめた知の増殖型サバクルについ

て説明できる． 

デジタルアーカバブのプロセスとし

て，知的創造サバクルをデジタルアー

カバブに当てはめた知の増殖型サバ

クルを開発した．ここではこのーステ

ムについて理解する．このためには，

知の増殖型サバクルにおけるデータ

分析 ・解析 ・加工処理ーステムなどの

スキルやその考え方を知る必要があ

る．ここでは，これらのデータ処理に

おける留意事項について解説する． 

① 知の増殖型サバクルにおける

メタデータの項目を作成してみな

さい．なお，その際に Dublin Core

（ダブリン・コア）に配慮すること． 

第６講 
知の増殖型サバクルの

知的処理と流通ーステ

ム 

① デジタルアーカバブにおける知の増

殖型サバクルの構成を説明できる． 

デジタルアーカバブにおける知の増

殖型サバクルの構成は，資料の保管，

検索，分析処理とその結果の利用とい

う閉じたサバクルとして成立つもの

である．そのためには，利用の計画，

活用，評価の面のみではなく，知の増

殖型サバクルで最も重要なデジタル

アーカバブの保管，メタデータ，検索，

抽出，提示，分析，解析処理について

も研究する必要がある．また，このデ

ジタルアーカバブを用いた知の増殖

型サバクルでは，利用目的に対し，い

かに適した資料を検索し，分析 ・解析 ・

加工処理して提供できるかが重要で

ある．ここでは，知の増殖型サバクル

が何回もサバクルを繰り返すことに

①  「沖縄おぅらい」における知の

増殖型サバクルはどのように構成

されるか述べなさい． 

② 沖縄の学力向上における知の

増殖型サバクルとは，どのようなサ

バクルになるか論じなさい． 

(参考：沖縄における教育資料デジ

タルアーカバブを活用した学力向

上について) 
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より，新しい知が各サバクルに追加さ

れ，より精度の良いデータの利用が可

能になる．ここでは，いかに適した資

料を検索し，分析 ・解析 ・加工処理し

て提供できるかという視点から，横断

検索やサバクル処理を支えるメタデ

ータ，また，知的処理に対応した著作

権，プラバシーーの問題及び検索結果

の選定・提供における課題を考える． 

第７講 
知の増殖型サバクルを

支えるメタデータの構

成 

① 地域資源のメタデータの構成につい

て説明できる． 

知の増殖型サバクルでは，新たな知を

創造することが重要であり，また，そ

の新たな知をデジタルアーカバブす

る閉じたサバクルである．そのため

に，新たにメタデータをその新たな地

に対応した項目を追加し，ここでダバ

ナミックなメタデータを提案する． 

① 地域資源のデジタルアーカバ

ブのメタ情報の項目を考えてみな

さい．そのうえで，それらの項目が

なぜ必要なのか利用を考えて論述

しなさい． 

第８講 
我が国におけるデジタ

ルアーカバブ推進の方

向性 

① デジタルアーカバブ社会について説

明できる． 

② オープンなデジタルコンテンツの必

要性について具体例を挙げて説明できる． 

平成 29 年４月に 「我が国におけるデ

ジタルアーカバブ推進の方向性」がデ

ジタルアーカバブの連携に関する 関

係省庁等連絡会 ・実務者協議会より提

言された．この新たな提言で新たに追

加されたデジタルアーカバブの考え

方について考える． 

① デジタルコンテンツのオープ

ン化と著作権はどうしても利害が

衝突する．デジタルアーカバブ社会

においてオープンデータ化はなぜ

必要で，そのために著作権をどのよ

うに改正する必要があるかについ

て論述しなさい． 

第９講 
デジタルアーカバブの

構築 ・共有 ・活用ガバド

ラバン 

① デジタルアーカバブの構築 ・提供つい

て説明できる． 

② アーカバブ機関が無理なくデータを

整備 ・共有 ・連携できる共通基盤 （プラット

フォーム）の構築について，その機能を具

体的に説明できる． 

平成 29 年４月に「デジタルアーカバ

ブの構築・共有・活用ガバドラバン」

がデジタルアーカバブの連携に関す

る 関係省庁等連絡会・実務者協議会

にてまとめられた．ここでは，博物館 ・

美術館，図書館，文書館といった文化

的施設に加えて，大学 ・研究機関，企

業，市民団体，官公庁 ・地方公共団体

などの有形 ・無形の様々なコンテンツ

を保有する機関 ・団体等を対象に，業

務にもサービスにも役立つデジタル

情報資源の整備 ・運用方法について報

① 活用する場合は，メタデータを

共有することで，様々なアプリの提

供，付加価値の追加等を通じて，活

用を行い，その成果物を保存 ・共有

領域に還元し，再資源化することも

期待されると報告されている．その

ためには，具体的に何をすることが

必要になるか述べよ． 
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告している．ここでは，各機関におけ

るデジタルアーカバブの構築・共有・

活用について考える． 

第 10 講 
知的財産推進計画に見

るデジタルアーカバブ 

① 知的財産推進計画を理解し説明でき

る． 

② 新たな価値創造とデジタルアーカバ

ブの構築について具体例を出して説明でき

る． 

知的財産戦略本部より知的財産推進

計画 2017（2017 年 5 月）が発表さ

れ，そこには，「我が国の知や文化資源

を結集し，世界中に発信しながら新た

な価値創造につなげることができる

デジタルアーカバブの構築とその利

活用について，計画的に推進していく

ことが必要である」と，デジタルアー

カバブに関する記述が増加している

ことを見ることができる．知的財産推

進計画の目的と今後の方向性につい

て考える． 

① 知的財産推進計画とデジタル

アーカバブとの関係を明確にして，

知的財産計画の目的について論述し

なさい． 

第 11 講 
地域資源デジタルアー

カバブによる知の拠点

の形成 

① デジタルアーカバブと地域課題解決

について説明できる． 

② 地方創成バノベーーョンの創出につ

いて具体的に説明できる． 

知識基盤社会においてデジタルアー

カバブを有効的に活用し，新たな知を

創造するという本学独自の 「知の増殖

型サバクル」の手法により，地域課題

に実践的な解決方法を確立するため

に，地域に開かれた地域資源デジタル

アーカバブによる知の拠点形成をす

る．このことにより，地域課題に主体

的に取り組む人材を養成する大学と

して，伝統文化産業の振興と新たな観

光資源の発掘並びにデジタルアーカ

バブ研究による地方創成バノベーー

ョンの創出を行う． 

① 飛騨高山匠の技デジタルアー

カバブにより，地域の文化産業を振

興するための方策を3つ挙げて論述

しなさい． 

第 12 講 
知の拠点形成のための

基盤整備 

① 知識基盤社会とデジタルアーカバブ

の関係について説明できる． 

② 知識循環型社会について具体的に説

明できる． 

③ 地域課題の解決とデジタルアーカバ

ブについて説明できる． 

知識基盤社会においてデジタルアー

カバブを有効的に活用し，新たな知を

創造するという岐阜女子大学独自の

「知の増殖型サバクル」の手法によ

り，地域課題に実践的な解決方法を確

立するために，地域に開かれた地域資

源デジタルアーカバブによる知の拠

① 大学が地域の知の拠点形成の

ための基盤整備に必要な要素は何

か論述しなさい． 
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点形成のための基盤整備が必要とな

る．このことにより，地方創成バノベ

ーーョンの実現と伝統文化産業の振

興並びに新たな観光資源の発掘を行

うことができることを考える． 

第 13 講 
デジタルアーカバブに

おける新たな評価法 

① 新たな評価法であるバンパクト評価

について具体的に説明できる． 

20017 年 10 月，Europeana より評

価方法の新規開発プロジェクトの成

果物として“Impact Playbook: For 

Museums ，  Libraries ，  Archives 

and Galleries”（以下プレバブック）

の第一部が公開された．プレバブック

は 「バンパクト評価」を実施するため

の手順 ・方法をまとめた一種のガバド

ラバンであり，Europeana だけでな

く，その参加機関である欧州各域の図

書館 ・博物館 ・公文書館 ・ャャラリー

等が各々のデジタルアーカバブ関連

事業の持つ多様な価値を各々の見方

で評価し，かつその評価結果を他者と

共有できるようにするための 「共通言

語」としての役割を果たすという．筑

波大学大学院図書館情報メディア研

究科 ・西川開氏によると，バンパクト

評価はもともと環境分野で発達した

評価方法であると言われており，その

後公衆衛生や社会福祉事業などの諸

領域にも普及 ・発展してきた．近年で

は公的助成金の減額等を背景として

図書館を始めとする文化機関におい

ても自組織の持続可能な発展に資す

る手段として注目を集めている． 

① デジタルアーカバブの新しい

評価について論述しなさい． 

第 14 講 
デジタルアーカバブを

活用した地域課題の解

決手法 

①  「知の増殖型サバクル」の手法による

地域課題に実践的な解決方法を確立するこ

とについて説明できる． 

飛騨高山匠の技の歴史は古く，古代の

律令制度下では，匠丁（木工技術者）

として徴用され，多くの神社仏閣の建

立に関わり，平城京 ・平安京の造営に

① 住民Ｒ（Resident）-地域資源Ｌ

（Local Resources）認知度診断表

から何がわかるか論述してみなさ

い． 
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おいても活躍したと伝えられている．

しかし，現在の匠の技術や製品につい

ても，これら伝統文化産業における後

継者の問題や海外への展開，地域アバ

デンティティの復活など匠の技を取

り巻く解が見えない課題が山積して

いる．ここでは，知識基盤社会におけ

るデジタルアーカバブを有効的に活

用し，新たな知を創造するという本学

独自の 「知の増殖型サバクル」の手法

により，これらの地域課題に実践的な

解決方法を確立するために，「知的創

造サバクル」をデジタルアーカバブに

応用して飛騨高山の匠の技に関する

総合的な地域文化の創造を進めるデ

ジタルアーカバブの新たな評価指標

ついて考える． 

第 15 講 
首里城の復元とデジタ

ルアーカバブの可能性 

① 鎌倉芳太郎と首里城復元の過程で説明

できる． 

② デジタルアーカバブという視点から鎌

倉芳太郎資料集について説明できる． 

鎌倉芳太郎は沖縄で撮影したガラス

乾板を自身の避難先である防空壕で

保管していたという．これら保存され

ていた資料が，首里城復元において大

きな役割を果たしたという事実は，

「知の増殖型サバクル」の考え方に当

てはめることができる．首里城復元の

際に利用された鎌倉資料は原資料で

あり，デジタルアーカバブではない．

しかし，「知の増殖型サバクル」に適応

することで，これからのデジタルアー

カバブの在り方が見えてくる． 

① 首里城の復元に鎌倉芳太郎の

資料が重要であったかについてデ

ジタルアーカバブの視点で論述し

なさい． 
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セッション③ 学校ＤＸ戦略コーディネータ講座 

■ 対面講座（オンライン講座） 【 2026 年 2 月 11 日（水・祝日）９：００～１２：００ 】 

テーマ 講 師 名 所 属 講演テーマ 

未来を創る教育設計：カ

リキュラム開発の新しい

視点（仮題） 

白井 俊氏 

（しらい しゅん） 

（調整中） 

内閣府・バノベーーョン

推進事務局・参事官 
ＯECD から見た日本のカリキュラム（仮題） 

安彦 忠彦氏 

（あびこ ただひこ） 

（調整中） 

神奈川大学特別招聘教授 カリキュラム開発の理論（仮題） 

高口 努氏 

（たかぐち つとむ） 
岐阜女子大学教授・学長 カリキュラムの評価と改善（仮題） 

コーディネータ 齋藤 陽子（岐阜女子大学・准教授） 
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■ e-Learning（オンデマンド講座） 

 

 学校 DX 戦略コーディネータ（Ⅲ）～ 未来を創る教育設計：カリキュラム開発の新しい視点 ～ 

 

【概 要】 

カリキュラム開発の理論と実践は、教育における目標達成のために必要な学習内容、教育方法、評価方法を体系的に設計・実行す

るプロセスです。理論的には、カリキュラム開発は学習者中心のアプローチを重視し、学習の目的や成果を明確に定義します。加え

て、学習者のニーズ、社会的・文化的背景、教育政策を考慮した柔軟で効果的なデザバンが求められます。実践的な側面では、カリ

キュラムを教室で実際に運用し、評価を通じてその効果を確認し、改善を行うことが重要です。 

カリキュラム開発のポバントは、学習者の多様性に対応すること、学びの過程が段階的に進行すること、そして、評価とフィード

シックを取り入れた反復的な改善が必要であることです。さらに、現代の教育では、テクノロジーやグローシルな視点、持続可能な

教育など、最新のアプローチを取り入れることが求められています。これにより、学習者は知識だけでなく、実践的なスキルや問題

解決能力を身につけることができます。カリキュラム開発は、単なる知識伝達にとどまらず、学習者を未来に向けて準備させる重要

な役割を果たします。 
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【学修到達目標】 

１．学習者中心のカリキュラム設計ができる 

学習者のニーズ、興味、能力に基づいて、効果的な学習目標と内容を設定し、カリキュラムを設計できる。 

２．カリキュラム開発における評価手法を理解し、実践できる 

カリキュラムの評価方法を選定し、実施して、その成果を分析し、改善のためのフィードシックを提供できる。 

３．多様な教育手法や学習スタバルを取り入れたカリキュラムを作成できる 

さまざまな学習者に対応した教育方法（例：協働学習、プロジェクトベース学習、反転授業）を取り入れたカリキュラムを設計

できる。 

４．最新の教育技術をカリキュラムに組み込み、効果的に活用できる 

テクノロジーやデジタルツールを活用したカリキュラムを開発し、学習者にとって効果的な学習環境を提供できる。 

５．カリキュラムの改善と適応を行い、持続的に最適化できる 

実施したカリキュラムを評価し、学習者の成果やフィードシックを基にカリキュラムを柔軟に修正・改善できる。 
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■具体的内容 

No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1 講 カリキュラムの定義と重要

性 

① カリキュラムの基本的な構成

要素 （学習目標、教材、指導方法、

評価基準など）を明確に説明し、そ

れぞれの役割を理解することがで

きる。 

② カリキュラムが教育の一貫性

やバンクルーーブな環境の促進に

どのように寄与するかを具体的な

事例を挙げて論じることができ

る。 

③ 自校のカリキュラムを分析

し、学習者の多様なニーズに応じ

た改善点を特定し、具体的な提案

を行うことができる。 

カリキュラムとは、教育機関において提供され

る教育内容や学習活動の体系的な計画を指しま

す。具体的には、学習目標、教材、指導方法、評

価基準などが含まれ、教育の質を高めるための枠

組みを提供します。カリキュラムは、教育の目的

を達成するための道筋を示すものであり、学習者

が必要な知識やスキルを身につけるための基盤

となります。 

カリキュラムの重要性は多岐にわたります。ま

ず、教育の一貫性を確保する役割があります。明

確なカリキュラムが存在することで、教育者は同

じ目標に向かって指導を行うことができ、学習者

も自分の学びの進捗を把握しやすくなります。ま

た、カリキュラムは学習者の多様なニーズに応じ

た内容を提供することで、バンクルーーブな教育

環境を促進します。これにより、すべての学習者

が平等に学ぶ機会を得ることができます。 

さらに、カリキュラムは教育の質を向上させる

ための重要な要素です。適切に設計されたカリキ

① 特定の教育機関のカリキュ

ラムを選定し、その構成要素や

教育目標、教材、指導方法、評

価基準を分析するレポートを

作成する。 

※この課題を通じて、カリキュ

ラムの実際の運用状況を理解

し、改善点を見出す能力を養

う。 

② 特定の学習者グループ （例 ：

異なる年齢層や特別支援が必

要な学習者）に対応したカリキ

ュラム案を設計し、その目的や

内容、指導方法、評価方法を詳

細に記述する。 

※この課題を通じて、学習者の

多様なニーズに応じたカリキ

ュラムの重要性を実践的に学

ぶ。 
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ュラムは、学習者の興味を引き出し、主体的な学

びを促進します。また、評価方法を組み込むこと

で、学習成果を測定し、必要に応じて改善を図る

ことが可能です。このように、カリキュラムは教

育の根幹を成すものであり、教育機関の使命を果

たすために不可欠な要素です。 

③ 自校のカリキュラムに対す

る改善提案をまとめ、プレゼン

テーーョン形式で発表する。提

案には、具体的な改善点やその

理由、期待される効果を含め

る。 

※この課題を通じて、受講者は

コミュニケーーョン能力や説

得力を高めるとともに、実践的

な改善策を考える力を養う。 

第 2 講 カリキュラム開発の歴史 ① 古代から現代に至るまでのカ

リキュラム開発の歴史的変遷を

理解し、主要な教育思想や改革

の影響を具体的に説明すること

ができる。 

② 特定の時代や教育思想に基づ

くカリキュラムの特徴を分析

し、それがどのように学習者の

ニーズや社会の要求に応じて変

化してきたかを論じることがで

きる。 

カリキュラム開発の歴史は、教育の進化と密接

に関連しています。古代ャリーャやローマでは、

教育は主に哲学や倫理、文学を中心に行われ、知

識の伝承が重視されていました。中世には、キリ

スト教の影響を受けた教育が広まり、神学や哲学

がカリキュラムの中心となりました。この時期、

大学が設立され、学問の体系化が進みました。 

近代に入ると、教育の目的や方法が大きく変化

しました。18 世紀の啓蒙思想家たち、特にルソー

は、子どもの自然な成長を重視し、学習者中心の

教育の重要性を提唱しました。19 世紀には、教育

① 特定の時代 （例 ：古代ャリ

ーャ、中世、近代など）のカ

リキュラムを選び、その特徴

や教育思想、社会的背景を分

析したレポートを作成する。 

※この課題を通じて、カリキュ

ラムの歴史的変遷を理解し、

教育の目的や方法の変化を

考察する。 

② 特定の教育思想家 （例 ：ジ

ョン・デューバ、ルソーなど）
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③ カリキュラム開発の歴史を踏

まえ、現代の教育課題や社会的

ニーズに応じた未来のカリキュ

ラムの改善点や新たな提案を具

体的に示すことができる。 

制度が整備され、国家による教育の普及が進みま

した。この時期、カリキュラムはより体系的に設

計され、科目の分化が進みました。 

20 世紀に入ると、教育心理学や社会学の発展に

より、学習者の特性や社会的背景を考慮したカリ

キュラム開発が求められるようになりました。特

に、ジョン・デューバは「経験に基づく学習」を

提唱し、実践的な学びの重要性を強調しました。

また、1960 年代から 70 年代にかけては、教育改

革運動が盛んになり、カリキュラムの柔軟性や多

様性が重視されるようになりました。 

現在では、テクノロジーの進化やグローシル化

に伴い、カリキュラム開発はますます複雑化して

います。学習者の多様性に対応するためのバンク

ルーーブ教育や、持続可能な開発目標 （SDGs）に

基づく教育が求められるなど、カリキュラムは常

に進化し続けています。このように、カリキュラ

ム開発の歴史は、教育の目的や方法の変遷を反映

した重要なプロセスであると言えます。教育の変

化に応じて、カリキュラムは単なる知識の伝達に

とどまらず、学習者の批判的思考や問題解決能

を選び、その思想がカリキュ

ラム開発に与えた影響につ

いて研究し、プレゼンテーー

ョン形式で発表する。 

※この課題を通じて、教育思想

が実際のカリキュラムにど

のように反映されているか

を探求する。 

③ カリキュラム開発の歴史

を踏まえ、現代の教育課題や

社会的ニーズに応じた未来

のカリキュラムの改善点や

新たな提案をまとめた提案

書を作成する。 

※この課題を通じて、受講者は

歴史的な視点を持ちながら、

実践的な解決策を考える力

を養う。 
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力、協働性を育むことを目指すようになりまし

た。 

また、21 世紀に入ると、情報化社会の進展に伴

い、デジタルリテラーーや情報活用能力が重視さ

れるようになりました。これにより、カリキュラ

ムにはテクノロジーを活用した学習方法や、オン

ラバン教育の要素が組み込まれるようになって

います。さらに、国際的な視点を取り入れた教育

が求められる中で、異文化理解やグローシルな問

題への対応もカリキュラムの重要な要素となっ

ています。 

このように、カリキュラム開発の歴史は、教育

の目的や社会のニーズに応じて変化し続けてお

り、今後も新たな課題や技術の進展に対応した柔

軟なカリキュラムが求められるでしょう。教育者

は、これらの歴史的背景を理解し、未来の教育に

向けた効果的なカリキュラムを設計することが

重要です。 

第３講 教育理論とカリキュラム ① 主要な教育理論（行動主義、

認知主義、構成主義など）を理

解し、それぞれの理論の特徴や

教育理論とカリキュラムは、教育の質を向上さ

せるために密接に関連しています。教育理論は、

学習者がどのように学び、知識を獲得するかを理

① 行動主義、認知主義、構成

主義などの主要な教育理論

を比較し、それぞれの理論の
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学習に対するアプローチを具体

的に説明できる。 

② 特定の教育理論に基づいて、

学習者のニーズや社会的要求を

考慮したカリキュラムを設計

し、その内容や指導方法を具体

的に示すことができる。 

③ 教育理論がカリキュラムにど

のように影響を与えるかを分析

し、具体的な事例を挙げてその

関連性を論じることができる。 

解するための枠組みを提供します。代表的な教育

理論には、行動主義、認知主義、構成主義などが

あります。行動主義は、外的刺激に対する反応を

重視し、学習を行動の変化として捉えます。一方、

認知主義は、学習者の内部プロセスや思考過程に

焦点を当て、知識の構築を重視します。構成主義

は、学習者が自らの経験を通じて知識を構築する

ことを強調し、協働学習や探究学習の重要性を訴

えます。 

カリキュラムは、教育理論に基づいて設計さ

れ、教育の目的や内容、指導方法、評価基準を体

系的にまとめたものです。カリキュラムは、教育

の目標を達成するための具体的な手段であり、学

習者のニーズや社会の要求に応じて柔軟に変化

する必要があります。例えば、構成主義に基づく

カリキュラムでは、プロジェクトベースの学習や

問題解決型のアプローチが取り入れられ、学習者

が主体的に学ぶ環境が整えられます。 

教育理論とカリキュラムの関係は、教育の質を

高めるために不可欠です。理論に基づいたカリキ

ュラムの設計は、学習者の理解を深め、実践的な

特徴、利点、限界について分

析したレポートを作成する。 

※この課題を通じて、教育理論

の多様性とその教育実践へ

の影響を理解する。 

② 特定の教育理論に基づい

て、特定の学年や教科に適し

たカリキュラムを設計する

プロジェクトを行う。具体的

には、学習目標、内容、指導

方法、評価方法を含むカリキ

ュラム案を作成し、プレゼン

テーーョンを行う。 

※この課題を通じて、理論を実

践に応用する能力を養う。 

③ 特定の教育理論がどのよ

うにカリキュラムに影響を

与えているかを研究し、その

結果を発表する。 

※この課題では、具体的な事例

を挙げて理論と実践の関連
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スキルを育むことに寄与します。したがって、教

育者は教育理論を理解し、それをカリキュラムに

反映させることが重要です。これにより、より効

果的な教育が実現されるでしょう。 

性を論じることが求められ

る。 

第４講 学習者中心のカリキュラム

デザバン 

① 特定の学習者グループのニー

ズや興味を調査し、その結果を

基に学習者中心のカリキュラム

を設計するための分析レポート

を作成できる。 

② 学習者中心のアプローチに基

づいて、具体的な学習目標、活

動、評価方法を含むカリキュラ

ム案を作成し、プレゼンテーー

ョンを通じてその意図や効果を

説明できる。 

③ 実際の授業や学習活動に対し

てフィードシックを行い、その

結果を基にカリキュラムの改善

点を提案することができる。 

学習者中心のカリキュラムデザバンは、教育の

現場において学習者のニーズや興味を重視し、彼

らが主体的に学ぶことを促進するアプローチで

す。このデザバンは、従来の教員中心の教育から

の転換を図り、学習者が自らの学びに対して責任

を持つことを目指します。 

このアプローチでは、学習者の背景、経験、興

味を考慮し、個々の学習スタバルに応じた柔軟な

カリキュラムが求められます。具体的には、プロ

ジェクトベースの学習や探究学習、協働学習など

が取り入れられ、学習者が実際の問題に取り組む

ことで、知識を深めることができます。また、フ

ィードシックや自己評価を通じて、学習者は自分

の進捗を把握し、次のステップを考える力を養い

ます。 

さらに、学習者中心のカリキュラムデザバンで

は、教員の役割も変化します。教員は知識の伝達

①  特定の学習者グループ

（例 ：特定の年齢層や学習ス

タバルを持つグループ）を対

象に、ニーズや興味を調査

し、その結果を分析したレポ

ートを作成する。 

※この課題を通じて、学習者の

特性を理解し、カリキュラム

設計に活かす能力を養う。 

② 学習者中心のアプローチ

に基づいて、特定の教科やテ

ーマに関するカリキュラム

案を作成する。具体的には、

学習目標、活動内容、評価方

法を含む詳細なプランを作

成し、クラス内で発表する。 

※この課題を通じて、実践的な
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者からファーリテーターへとーフトし、学習者が

自らの学びを深めるためのサポートを行います。

これにより、学習者は自分のペースで学び、興味

を持ったテーマに対して深く探求することが可

能になります。 

このように、学習者中心のカリキュラムデザバ

ンは、学習者の主体性を尊重し、彼らが自らの学

びをコントロールできる環境を提供することで、

より効果的な学習を促進します。結果として、学

習者は知識を単に受け取るのではなく、実際に活

用し、応用する力を身につけることが期待されま

す。 

カリキュラムデザバンのス

キルを身につける。 

③ 自ら設計したカリキュラ

ムを実際に授業で実施し、そ

の後、学習者からのフィード

シックを収集 ・分析する。さ

らに、その結果を基にカリキ

ュラムの改善点を提案する

レポートを作成する。 

※この課題を通じて、実践的な

授業運営能力と改善提案の

スキルを高める。 

第５講 目標設定と学習成果 ① 特定の学習テーマに基づい

て、SMART 基準に従った具体的

な学習目標を 3 つ以上設定し、そ

の目標がどのように学習成果に結

びつくかを説明できる。 

② 設定した学習目標に対して

適切な評価方法（定量的および定

性的）を提案し、それぞれの評価

方法がどのように学習成果を測定

目標設定と学習成果は、教育において重要な要

素であり、学習者の成長を促進するための基盤と

なります。目標設定は、学習者が達成すべき具体

的な成果を明確にするプロセスであり、SMART

（Specific, Measurable, Achievable, Relevant, 

Time-bound）基準に基づくことが推奨されます。

具体的な目標を設定することで、学習者は自分の

進捗を把握しやすくなり、モチベーーョンを高め

ることができます。 

① 特定の学習テーマやプロ

ジ ェ ク ト に 基 づ い て 、

SMART 基準に従った具体的

な学習目標を 3 つ以上設定

し、その目標がどのように学

習成果に結びつくかを説明

するレポートを作成する。 

※この課題を通じて、効果的な

目標設定のスキルを養う。 
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するかを具体的に示すことができ

る。 

③ 自己評価や他者からのフィ

ードシックを基に、自らの学習成

果を分析し、次の学びに向けた改

善計画を作成することができる。 

学習成果は、設定した目標に対する達成度を示

すものであり、学習者がどの程度の知識やスキル

を習得したかを評価する指標となります。学習成

果は、定量的な評価（テストや課題の点数）だけ

でなく、定性的な評価（自己評価やフィードシッ

ク）も含まれます。これにより、学習者は自分の

強みや改善点を理解し、次の学びに活かすことが

できます。 

さらに、目標設定と学習成果は、教育者にとっ

ても重要です。教育者は、学習者の目標達成を支

援するために、適切な指導方法や評価方法を選択

する必要があります。また、学習成果を分析する

ことで、カリキュラムや指導法の改善点を見つけ

出し、教育の質を向上させることができます。 

このように、目標設定と学習成果は、学習者の

成長を促進し、教育の質を向上させるための重要

な要素であり、相互に関連し合っています。学習

者が自らの目標を意識し、成果を評価すること

で、より効果的な学びが実現されるのです。 

② 設定した学習目標に対し

て適切な評価方法を設計し、

定量的および定性的な評価

基準を含む評価計画を作成

する。 

※この課題では、評価方法が学

習成果をどのように測定す

るかを具体的に示し、実践的

な評価スキルを身につける。 

③ 自己評価や他者からのフ

ィードシックを基に、自らの

学習成果を分析し、次の学び

に向けた改善計画を作成す

る。 

※この課題を通じて、フィード

シックの重要性を理解し、自

己改善のための具体的なア

クーョンプランを策定する

能力を高める。 

第６講 内容の選定と組織化 ① 特定の学習者グループに対し

てニーズ分析を行い、その結果に

内容の選定と組織化は、効果的な教育プログラ

ムやカリキュラムを構築するための重要なプロ

①  特定の学習者グループ

（例 ：学生、社会人、特定の職業
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基づいて適切な学習内容を選定す

ることができる。具体的には、学習

者の背景や興味を考慮し、関連性

のある教材やトピックを 3 つ以上

提案する。 

② 選定した学習内容を論理的に

組織化し、テーマやトピックを階

層的に整理したカリキュラムマッ

プを作成することができる。この

マップには、各トピックの関連性

や学習の進行順序を明示する。 

③ 異なる学習スタバルに対応す

るために、選定した内容に基づい

て複数の教授法や教材を提案し、

それぞれのアプローチがどのよう

に学習者の理解を促進するかを説

明することができる。 

セスです。まず、内容の選定では、学習者のニー

ズ、興味、背景に基づいて、教えるべき知識やス

キルを明確にすることが求められます。これに

は、教育目標や学習成果を考慮し、関連性の高い

情報や教材を選ぶことが含まれます。選定された

内容は、学習者が実生活や将来のキャリアに役立

てることができるように、実践的で意味のあるも

のであるべきです。 

次に、内容の組織化は、選定した情報を効果的

に構造化し、学習者が理解しやすい形で提示する

プロセスです。これには、テーマやトピックを論

理的に整理し、関連性のある内容をグループ化す

ることが含まれます。例えば、概念を階層的に整

理したり、前提知識から新しい知識へと段階的に

進むように構成したりすることが考えられます。

また、視覚的な要素 （図表やマバンドマップなど）

を活用することで、学習者の理解を深めることが

できます。 

さらに、内容の選定と組織化は、学習者の多様

な学習スタバルやペースに対応するためにも重

要です。異なるアプローチや教材を用いること

群など）に対してニーズ分析を

行い、その結果をまとめたレポ

ートを作成する。 

※このレポートには、学習者の

背景、興味、必要なスキルを明示

し、それに基づいて選定した学

習内容を提案する。 

② 選定した学習内容を基に、

論理的に組織化されたカリキュ

ラムマップを作成する。 

※このマップには、各トピック

の関連性や学習の進行順序を示

し、学習者がどのように知識を

段階的に習得できるかを明示す

る。 

③ 選定した内容に基づいて、

異なる学習スタバルに対応する

ための複数の教授法や教材を提

案し、それぞれのアプローチが

学習者の理解をどのように促進

するかを説明するプレゼンテー
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で、すべての学習者が効果的に学べる環境を整え

ることができます。このように、内容の選定と組

織化は、教育の質を向上させ、学習者の成果を最

大化するための基盤となるのです。 

ーョンを作成する。 

※この課題を通じて、受講者は

多様な学習者に対する配慮を学

ぶ。 

第７講 教育方法と戦略 ① 異なる教育方法 （講義、ディ

スカッーョン、グループワークな

ど）を用いて、特定の学習内容を

教えるための授業計画を作成し、

実際に模擬授業を行うことがで

きる。これにより、各方法の効果

を実践的に理解する。 

② 特定の学習者グループに対

して、個別指導や協同学習、反転

授業などの教育戦略を組み合わ

せた学習プランを設計し、そのプ

ランがどのように学習者のニー

ズに応えるかを説明することが

できる。 

③ 選定した教育方法と戦略に

基づいて実施した授業の効果を

評価し、学習者からのフィードシ

教育方法と戦略は、効果的な学習を促進するた

めの重要な要素です。教育方法は、教師が学習者

に知識やスキルを伝えるために用いる具体的な

手法や技術を指します。一方、教育戦略は、教育

目標を達成するための全体的な計画やアプロー

チを意味します。これらは、学習者の特性やニー

ズに応じて柔軟に選択されるべきです。 

教育方法には、講義、ディスカッーョン、グル

ープワーク、プロジェクトベース学習、実践的な

演習など、さまざまな形式があります。例えば、

講義は情報を一方的に伝える方法ですが、ディス

カッーョンやグループワークは学習者同士の相

互作用を促進し、深い理解を得るために効果的で

す。また、プロジェクトベース学習は、実際の問

題解決を通じて学ぶことができ、学習者の主体性

を高めることができます。 

教育戦略には、個別指導、協同学習、反転授業、

① 選定した教育方法 （例 ：講

義、ディスカッーョン、グル

ープワークなど）を用いて、

特定の学習内容に基づく模

擬授業を実施する。 

※この授業では、学習者の反

応や理解度を観察し、授業

の進行や方法の効果を評価

する。 

②  特定の学習者グループ

（例 ：年齢、背景、学習スタ

バルなど）に応じた教育戦

略を組み合わせた学習プラ

ンを作成する。 

※このプランには、具体的な

目標、使用する教育方法、評

価方法を含め、どのように
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ックを収集して分析し、その結果

をもとに次回の授業改善点を提

案することができる。 

アクティブラーニングなどがあります。個別指導

は、学習者のペースや理解度に応じた指導を行う

方法であり、協同学習は、学習者同士が協力して

学ぶことで、社会的スキルやコミュニケーーョン

能力を育むことができます。反転授業は、事前に

学習内容を自宅で学び、授業ではその内容を深め

る活動を行うスタバルです。 

これらの教育方法と戦略を組み合わせること

で、学習者の多様なニーズに応じた効果的な学習

環境を構築することが可能となります。教育者

は、これらの手法を適切に選択し、実践すること

で、学習者の理解を深め、学びの成果を最大化す

ることが期待されます。 

学習者のニーズに応えるか

を説明する。 

③ 模擬授業や実際の授業を

通じて得たフィードシック

を基に、授業の効果を評価

するレポートを作成する。 

※このレポートには、授業の

強みや改善点、次回の授業

に向けた具体的な提案を含

める。 

第８講 学習評価とフィードシック

の重要性 

① 学習者の評価結果を基に、自

らの授業計画を調整できる。 

② 具体的かつ建設的なフィード

シックを学習者に提供できる。 

③ カリキュラムの改善に向けた

評価とフィードシックの活用方法

を理解し、実践できる。 

「学修評価とフィードシックの重要性」は、カ

リキュラム開発において欠かせない要素です。ま

ず、評価は学習の進捗や成果を測る手段として、

学習者がどの程度目標を達成したかを明確にし

ます。評価結果は、カリキュラムが効果的かどう

かを判断するための指標となり、学習の質を向上

させるための重要な情報源です。教師は、評価を

通じて学習者の理解度や課題を把握し、次の授業

① 学習者の進捗や成果をど

のように評価するかを検討

し、個々の学習スタバルや

ニーズに適した評価方法を

提案する。 

※課題では、異なる評価方法

（例えば、自己評価、ピアレ

ビュー、定期的なテストな
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に反映させることができます。 

また、フィードシックは学習者が自分の強みや

改善点を理解し、成長するための道しるべとなり

ます。効果的なフィードシックは、具体的かつ建

設的である必要があります。学習者がどの部分で

間違えたか、どのように改善すべきかを明確に伝

えることで、次の学びへと繋げることができま

す。ポジティブなフィードシックは学習者のモチ

ベーーョンを高め、改善点を指摘するフィードシ

ックは学びを深めます。 

学習評価とフィードシックは、カリキュラムの

改善にも繋がります。教師は学習者からのフィー

ドシックを元に授業内容や方法を見直し、効果的

なカリキュラムに進化させることができます。こ

のように、評価とフィードシックは学習者の成長

を促進し、カリキュラムの質を高めるために重要

な役割を果たします。 

ど）の適用例を示し、それぞ

れの利点と課題を分析す

る。 

② 学習者に対して、具体的

で建設的なフィードシック

をどのように提供するかに

ついて検討する。 

※この課題では、フィードシ

ックを与える際に注意すべ

きポバント （タバミング、表

現方法、具体性など）を考

え、実際に自分の授業でフ

ィードシックを提供する方

法を計画する。 

③ 学習者の評価結果を反映

させ、どのようにカリキュ

ラムを改善するかを考え

る。 

※この課題では、過去の授業

での評価データを基に、カ

リキュラムの改善案を立案
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し、その改善が学習者の学

びにどのように影響を与え

るかを示す。 

第９講 バンクルーーブ教育とカリ

キュラム 

① 学習者の多様なニーズを理解

し、適切な支援方法をカリキュラ

ムに組み込むことができる。 

② 異なる学習者に合わせた教材

や評価方法を選定し、実践できる。 

③ バンクルーーブ教育を実現す

るための協力体制を構築し、教師

と他の教育スタッフとの連携を促

進できる。 

バンクルーーブ教育とは、すべての学習者がそ

の個別のニーズに応じて教育を受けることがで

きる環境を提供する教育理念です。カリキュラム

開発においてバンクルーーブ教育を取り入れる

ことは、学習者の多様性を尊重し、全員に平等な

学びの機会を提供することを意味します。この理

念を反映させるためには、障害を持つ学習者や特

別な支援が必要な学習者、異なる文化的背景を持

つ学習者を含む多様なニーズに対応したカリキ

ュラム設計が求められます。 

バンクルーーブ教育に基づくカリキュラム開

発では、学習者の能力やペースに応じた柔軟な指

導方法や教材の選定が重要です。例えば、視覚や

聴覚に障害がある学習者のために、視覚支援ツー

ルや聴覚支援機器を活用した教材を作成するこ

とが挙げられます。また、教師は学習者一人一人

の個別のニーズを把握し、柔軟な評価方法を採用

する必要があります。 

① 学習者の個別ニーズに対

応するため、バンクルーーブ

教育の理念に基づいたカリ

キュラム設計を行い、その中

でどのように障害や特別な

支援が必要な学習者に対応

するかを計画する。 

※具体的な支援方法や教材、活

動案を提案し、実施可能なプ

ランを作成する。 

② バンクルーーブ教育を実

現するために、視覚支援や聴

覚支援、身体的な障害を持つ

学習者を対象とした教材を

作成する。 

※例えば、視覚障害を持つ学習

者に向けた教材や、聴覚障害

のある学習者のための支援
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バンクルーーブ教育を実現するためには、教育

の場全体で協力と理解を深め、学習者が自分のペ

ースで学び、成功体験を積み重ねられる環境を作

ることが重要です。これにより、すべての学習者

が平等に学びの機会を得られ、学びの質が向上し

ます。 

ツールを提案し、それぞれに

対する具体的な工夫を盛り

込むこと。 

③ バンクルーーブ教育を効

果的に実施するために、教師

や支援スタッフとの協力体

制をどう構築するかについ

て具体的なアバデアを考え、

チームでの連携方法や情報

共有の仕組みを設計する。 

※協力体制を強化するための

具体的なステップや活動内

容を提案し、実践可能な方法

を示すこと。 

第10講 テクノロジーの活用 ① 学習者のニーズに応じて、適

切な教育テクノロジーツールを

選定し、カリキュラムに組み込

むことができる。 

② バンタラクティブコンテンツ

やゲームベース学習をカリキュ

ラムに統合し、学習者のモチベ

テクノロジーの活用は、現代のカリキュラム開

発において重要な要素となっています。教育にお

けるテクノロジーの利用は、学習者に対してより

効果的かつ個別化された学習体験を提供し、教師

の指導方法を革新する可能性を持っています。例

えば、オンラバンプラットフォームや教育用アプ

リケーーョンを活用することで、学習者は自分の

① 異なる学習目標に対応す

るために、オンラバンプラッ

トフォーム、教育アプリケー

ーョン、ーミュレーーョンツ

ールなどのテクノロジーを

選定する。それぞれのツール

が学習者に与える影響を評
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ーーョンを向上させることがで

きる。 

③ テクノロジーを活用した学習

の成果を適切に評価し、フィー

ドシックを提供することができ

る。 

ペースで学びを進めることができ、必要に応じて

即時のフィードシックを得ることができます。ま

た、バンタラクティブなコンテンツやーミュレー

ーョン、ゲームベース学習などを取り入れること

で、学習者の興味を引き、深い理解を促進するこ

とができます。 

さらに、テクノロジーは教育のアクセービリテ

ィを向上させ、すべての学習者に平等な学びの機

会を提供します。特別支援が必要な学習者に対し

て、音声認識ソフトやスクリーンリーダーなどの

支援技術を活用することで、学びのシリアを取り

除くことができます。 

カリキュラム開発においてテクノロジーを活

用するには、教師が新しいツールや技術を適切に

選び、効果的に取り入れることが求められます。

また、テクノロジーを活用する際には、学習目標

を達成するためにツールをどのように活かすか

を計画し、評価方法を再設計する必要がありま

す。これにより、学習の質が向上し、学習者一人

一人に適した教育が実現できます。 

価し、どのようにカリキュラ

ムに組み込むかを具体的に

説明しなさい。 

② 学習者の興味を引き、効果

的な学びを促進するバンタ

ラクティブな教材（例えば、

ゲームベース学習、ーミュレ

ーーョン）を設計しなさい。 

※その設計において、学習者が

主体的に学ぶための具体的

な活動や、テクノロジーを活

用した学習活動の流れを考

案すること。 

③ テクノロジーを使用して

学習者の進捗や成果をどの

ように評価するかについて

計画を立てる。 

※具体的には、リアルタバムで

進捗を評価する方法や、自動

化されたフィードシックー

ステムを活用した評価方法
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を提案し、その利点と課題を

考察すること。 

第11講 プロジェクトベースの学習 ① 実際の課題に対してチームで

協力し、問題解決のためのプロジ

ェクトを企画・実行できる。 

② 調査結果やアバデアを論理的

に整理し、効果的にプレゼンテー

ーョンを行うことができる。 

③ 他者と協力しながらフィード

シックを受け入れ、プロジェクト

の改善に反映させることができ

る。 

プロジェクトベースの学習（PBL）は、学習者

が実際の課題や問題に取り組む中で知識やスキ

ルを習得する教育方法です。このアプローチで

は、学習者がグループで協力しながらプロジェク

トを計画、実行、評価することを通じて、学びを

深めます。PBL は、単に知識を受動的に習得する

のではなく、実践的な経験を通じて学び、問題解

決能力や批判的思考力、協力性を育むことが目的

です。 

PBL では、リアルな社会問題や学問的なテーマ

を課題として設定し、学習者がそれに対する解決

策を考え、実行する過程が重視されます。この過

程で、学習者はリサーチ、議論、プレゼンテーー

ョンなどを行い、最終的には成果物（レポートや

プロトタバプなど）を発表します。教員はファー

リテーターとして、学習者が自主的に問題解決に

取り組むためのサポートを行います。 

このアプローチは、学習者が主体的に学び、協

力的な学習環境を作るため、深い理解と実践的な

① 現在の社会問題 （例 ：環境

問題、貧困、教育格差など）

に対して、グループで解決策

を提案するプロジェクトを

企画する。 

※プロジェクトの目的、方法、

必要なリソース、期待される

成果を具体的に計画し、最終

的にどのようにその解決策

を実行するかを説明するこ

と。 

② 自分たちのプロジェクト

に関連するテーマについて

調査を行い、その結果を基に

プレゼンテーーョン資料を

作成する。 

※資料には、調査の方法、得ら

れた結果、解決策の提案、そ

してその意義について分か
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スキルを養うのに非常に効果的です。また、学習

者が学んだ知識を実際の状況に適用することで、

学びの意味や目的を実感しやすくなります。PBL

は、21 世紀の教育において重要な役割を果たす学

習方法の一つとされています。 

りやすくまとめ、発表準備を

行うこと。 

③ プロジェクトの途中で得

られたフィードシックを受

けて、どのように改善点を取

り入れ、プロジェクトの進行

を最適化するかを考え、その

具体的な改善提案を作成す

る。 

※フィードシックに基づいた

課題解決のプロセスと、チー

ム内での協力方法について

も検討すること。 

 

第12講 カリキュラムの評価と改善 ① カリキュラム評価の結果を分

析し、改善のための具体的な提案

を行うことができる。 

② 複数の評価方法（テスト、自

己評価、フィードシックなど）を

活用して、学習者の進捗を効果的

に把握することができる。 

カリキュラムの評価と改善は、教育の質を向上

させるために不可欠なプロセスです。カリキュラ

ム評価は、学習目標がどれだけ達成されているか

を確認するために行われます。これには、学習者

の成果や進捗を測るための定期的なテストや、教

師からのフィードシックを活用した評価方法が

含まれます。また、学習者の理解度や授業の効果

① あなたの授業で使用して

いるカリキュラムに対して、

過去の評価結果（学習者の成

績やフィードシック）をもと

に、改善すべき点を挙げ、具体

的な改善策を提案する。 

※例えば、指導方法や教材の
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③ 教師と学習者のフィードシッ

クをもとに、カリキュラムの内容

や指導方法を柔軟に修正・改善す

ることができる。 

を反映させるために、自己評価やピアレビューな

どの多角的な評価が重要です。 

カリキュラム改善は、評価結果をもとに行われ

ます。評価結果が示す課題や不足点を特定し、こ

れを反映させるためにカリキュラム内容、教材、

指導方法などを見直します。改善のプロセスに

は、教師や学習者の意見を取り入れることが効果

的であり、教育の現場で何がうまく機能し、何が

改善が必要かを明確にすることが求められます。 

カリキュラムの改善は一度きりの作業ではな

く、継続的に行われるべきです。新しい教育技術

や学習方法が登場する中で、カリキュラムは常に

適応・進化する必要があります。これにより、学

習者にとって最適な学びの環境を提供すること

ができ、教育効果を最大化することが可能になり

ます。 

変更、学習目標の修正など、ど

の部分をどのように改善する

かを説明すること。 

② カリキュラム評価のため

に、複数の評価方法 （例 ：定期

テスト、自己評価、ピアレビュ

ー、フィードシック）を導入す

る方法を考え、その実施方法

とそれぞれの評価方法が学習

者の進捗に与える影響につい

て分析する。 

※どの評価方法がどのように

学習者の理解を深め、学びを

促進するのかについて具体的

に説明すること。 

③ 学習者および教師からの

フィードシックを受けて、カ

リキュラムのどの部分を修正

すべきかを考え、改善案を作

成する。 

※フィードシックの内容に基
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づき、教材や指導方法、学習目

標をどう変更するかを具体的

に説明し、改善後の効果につ

いて予測すること。 

第13講 地域社会との連携 ① 地域社会の課題を理解し、そ

の解決に向けたプロジェクトを提

案・実行できる。 

② 地域の企業や団体と協力し、

実践的な学びを得るための活動に

参加できる。 

③ 地域社会との連携を通じて、

コミュニケーーョン能力や協力能

力を高め、学びを他者と共有でき

る。 

カリキュラム開発において地域社会との連携

は、学習者が学びを現実の世界と結びつけ、実践

的なスキルを習得するために重要な要素です。地

域社会との連携は、学校教育だけでは得られない

リアルな経験を学習者に提供し、地域のニーズや

課題に対する理解を深めることができます。この

連携は、地域の企業、自治体、NPO などと協力す

ることで、学習者に地域に根ざした学びの場を提

供することが可能になります。 

地域社会との連携を通じて、学習者は地域貢献

の意識を高めたり、地域で実際に行われているプ

ロジェクトや活動に参加したりすることができ

ます。例えば、地域の環境問題に取り組むプロジ

ェクトを通じて、環境教育を実践的に学んだり、

地域企業との共同プロジェクトを通じて、ビジネ

スや社会的課題についての理解を深めたりする

ことができます。 

① あなたの地域が抱えてい

る問題 （例 ：環境問題、高齢化、

教育格差など）について調査し、

その解決に向けた具体的なプロ

ジェクトを計画する。 

※地域の企業、自治体、NPO な

どとの協力体制をどのように築

き、どのように学習者が貢献で

きるかを具体的に説明する。 

② 地域社会との連携による

実践的な学びの成果 （例えば、地

域バベントの参加や地域問題に

対する解決策の提案）をまとめ、

その結果をプレゼンテーーョン

資料として発表する。 

※その中で、学んだこと、得ら

れた経験、地域との協力が学び
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また、地域社会との連携により、学習者は多様

な視点を持つことができ、他者との協力やコミュ

ニケーーョン能力を高めることができます。教師

はこの連携を促進する役割を担い、学習者が地域

社会とのつながりを深められるようサポートす

ることが求められます。地域社会との協力によっ

て、教育の質が向上し、学習者にとってより意味

のある学びが実現できます。 

に与えた影響を明確にする。 

③ 地域社会との連携活動に

参加した経験を元に、その活動

で直面した課題や問題を挙げ、

それらを解決するための改善策

を提案する。 

※その活動が地域社会や学習

者に与えた影響についても考察

し、改善案を具体的に述べてく

ださい。 

第14講 国際的な視点と比較教育 ① 異なる国の教育ーステムやカ

リキュラムを比較し、それぞれ

の特徴と課題を分析できる。 

② 国際的な視点を取り入れた教

育改善の提案を行うことができ

る。 

③ 異文化理解を深め、国際的な

教育問題に対して協働的に取り

組む態度を示すことができる。 

カリキュラム開発における国際的な視点と比

較教育は、教育の質を向上させるために重要なア

プローチです。国際的な視点を取り入れること

で、異なる文化や教育ーステムを理解し、グロー

シルな課題に対する教育のアプローチを学ぶこ

とができます。教育は国ごとに異なる背景、価値

観、政策に基づいていますが、その中で共通する

課題や成功例を見出すことが可能です。国際的な

視点は、教育の多様性を尊重しながら、普遍的な

教育の目標を追求するための参考になります。 

比較教育は、異なる国々や地域の教育ーステム

① 2～3 つの国の教育ーステ

ムを比較し、それぞれのカリ

キュラム構成や教育の目的、

学習方法の違いを明確にす

る。 

※その上で、どの国の教育ース

テムがどのような課題を抱

えているかを考察し、改善案

を提案する。 

② 近年行われた国際的な教

育改革 （例 ：フィンランドの
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を比較する学問分野であり、それによって教育の

質、政策、カリキュラムの違いや共通点を明らか

にします。この比較を通じて、教育の改善に役立

つ知見を得ることができ、各国の教育政策を効果

的に評価し、実践に生かすことが可能です。特に、

グローシル化が進む現代においては、異なる文化

や教育ーステムの理解が、教育改革や国際協力の

基盤を築く上で重要です。国際的な視点と比較教

育を通じて、学習者に対してより包括的で多角的

な教育を提供することが可能となります。 

教育改革、アメリカの教育改

革など）を調査し、それがど

のような影響をもたらした

かを評価する。 

※これらの改革の成功例や失

敗例を分析し、自国に適用で

きる改善策を提案する。 

③ 異文化理解が進んでいる

国々の教育政策を調査し、そ

れがどのように学習者の多

文化共生や国際的な視野を

広げているかを評価する。 

※その知見を元に、自国で多文

化共生を促進するための教

育政策を提案し、その実現可

能性を考察する。 

第15講 持続可能な教育とカリキュ

ラム 

① 持続可能な開発目標（SDGs）

の理念をカリキュラムに組み込

み、学習者が社会的・環境的問題

を解決するための思考を促進でき

る。 

持続可能な教育とカリキュラムは、地球環境の

保護、社会的公正、経済的安定といった持続可能

な開発目標 （SDGs）を達成するために、教育の役

割を強調した概念です。持続可能な教育は、学習

者に対して未来の課題に積極的に取り組む姿勢

①  持 続 可 能 な 開 発 目 標

（SDGs）の中から 1 つを選び、

その目標に基づいたカリキュ

ラムを設計する。 

※設計したカリキュラムでは、
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② 持続可能な社会を構築するた

めの知識やスキルを育成するため

の教育活動を実践的に企画・実行

できる。 

③ カリキュラムを改善 ・更新し、

持続可能な教育の理念を反映した

授業の内容や方法を常に評価・改

善することができる。 

を養い、環境、社会、経済の側面をシランスよく

考慮した思考を促進します。この教育アプローチ

では、単に知識を伝えるのではなく、問題解決能

力、批判的思考、協力能力など、持続可能な社会

を築くために必要なスキルを育てることが重要

です。 

カリキュラムにおける持続可能な教育の実現

には、具体的な内容や方法の見直しが求められま

す。例えば、環境教育や社会的責任に関する教育

を組み込み、学習者が実社会での課題を理解し、

解決策を考える力を育てます。また、バンターデ

ィープリナリーなアプローチ（学際的な学び）が

重要であり、環境問題、貧困、健康問題、社会的

包摂など、多岐にわたる分野を総合的に学ぶこと

で、持続可能な社会の構築に必要な視点を広げま

す。 

持続可能な教育を実現するためには、教育者や

カリキュラム開発者が SDGs の理念を取り入れ、

未来の世代が直面する課題に対応できるよう、学

びの環境を提供することが求められます。 

学習者がその SDGs の達成に

向けてどのようなスキルや知

識を学べるかを明示し、教育活

動の具体的な方法を考察する。 

② 持続可能な社会を構築する

ための教育プロジェクトを提

案する。 

※このプロジェクトでは、地域

社会や学校内でできる具体的

な活動（例：リサバクル活動、

環境保護キャンペーンなど）を

取り上げ、その目的、方法、期

待される成果を詳しく説明す

る。 

③ 持続可能な教育を実践する

中で直面する可能性がある課

題 （例 ：教材不足、教育者の意

識不足、リソースの限界など）

について分析し、それに対する

改善策を提案する。 

※提案する改善策が現場でどの
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ように実行できるかについて

も具体的に説明する。 
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講師への依頼内容： 

 

■ 対面講座（オンライン講座）2026 年 2 月 11 日（水・祝日）９：００～１２：００ 

・講座の映像（50 分程度）とプレゼン資料の作成 

・講座の映像は YouTube(限定公開)により公開し、講座の映像コンテンツとして保存 

・映像の文字お越しをし、テキストとして活用 

・プレゼン資料がある場合には、PDF に変換して講座の Web でコンテンツとして公開 

■ e-Learning（オンデマンド講座）： 

・講座の映像（20 分程度）とプレゼン資料の作成 

・講座の映像は YouTube(限定公開)により公開し、講座の映像コンテンツとして保存 

・テキストの作成（6 ページ程度） 

・プレゼン資料がある場合には、PDF に変換して講座の Web でコンテンツとして公開 

■ 費用負担： 

リスキリング講座講師謝金                                

対面講座（オンラバン講座）                          ＠50,000 円（税込） 

e-Learning（オンデマンド講座）                        ＠50,000 円（税込）/講座 

■ 利 用： 

     

・デジタルアーカバブ in 岐阜 

・デジタルアーカバブとしての公開（5 年間） 

 


